
清水わき 心ふれあう 嘉島町

写
真
上
は
サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本
工
場
の
見
学
ツ
ア
ー
再
開
に
先
立
っ
て
行

わ
れ
た
記
者
会
見
。
同
下
は
全
国
防
災
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
開
始
セ
レ
モ
ニ
ー
が

開
か
れ
た
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本

４月14日、町役場には半旗が
掲げられた

○災害公営住宅調印式　　　　　
　金剛の新工場建設へ…………②
○サントリー工場見学再開……③

主な内容 ○倉岡紙工立地協定……………③
○一般会計当初予算………④～⑤
○町消防団幹部に辞令…………⑥
○入学式……………………⑧～⑨
○新校長、教職員紹介……⑩～⑫

○入園式…………………………⑫
○全国防災キャラバン…………⑬
○ウィーン・フィル演奏会……⑭
○春の交通安全運動……………⑮
○お知らせ情報館…………⑰～㉑

年
平成 年
2017

５５
年

平成 年
2017

No.522No.522

2929

あれから１年
譲れない こだわり 嘉島町長　荒木　泰臣

　

人
に
は
誰
も
が
「
こ
れ
だ
け
は

譲
れ
な
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
日
が
な
一
日
の
勤
め
を
終
え
、

帰
り
着
い
て
ほ
っ
と
で
き
る
わ
が

家
で
し
ょ
う
か
。
つ
ら
い
時
、
悲

し
い
時
、
ど
ん
な
時
で
も
信
じ
て

待
っ
て
い
て
く
れ
る
家
族
で
し
ょ

う
か
。

　

先
日
、
改
め
て
モ
ノ
づ
く
り
へ

の
強
い
こ
だ
わ
り
を
思
い
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。
わ
が
町
の
サ
ン
ト

リ
ー
九
州
熊
本
工
場
の
見
学
が
再

開
さ
れ
た
の
で
す
。
あ
の
熊
本
地

震
で
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
な

が
ら
、
も
の
の
見
事
に
再
生
。
と

い
う
よ
り
新
生
に
至
っ
た
工
場
に

は
「
こ
こ
ぞ
」
と
こ
だ
わ
り
、
決

し
て
譲
れ
な
い
ビ
ー
ル
の
醸
造
家

魂
が
宿
っ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
１
年
。
イ
オ
ン
モ
ー

ル
も
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟

と
連
携
し
た
今
年
の
「
全
国
防
災

キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を
嘉
島
町
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
情
報
発
信
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
町
政
を
あ
ず
か
る

者
と
し
て
町
民
の
日
常
を
取
り
戻

す
よ
う
努
め
ま
す
。
わ
が
町
で
暮

ら
す
皆
さ
ん
が
こ
だ
わ
り
、
譲
れ

な
い
と
い
う
思
い
に
寄
り
添
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

（
４
月
16
日
）
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被
災
地
で
取
り
組
ん
だ
経
験
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
十
分
に
生
か
し
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
」
と
抱
負
を
語
り
、

町
長
と
共
に
災
害
公
営
住
宅
の
建

設
整
備
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
協

力
関
係
を
確
認
す
る
基
本
協
定
書

に
署
名
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
昨
秋
、
震
災
被
災
者
を

対
象
に
意
向
調
査
を
行
い
、
今
後

建
設
し
て
整
備
す
る
災
害
公
営
住

宅
は
町
内
４
カ
所
で
60
戸
程
度
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。
な
お
、
町
の

仮
設
住
宅
に
は
現
在
、
２
０
２
戸

に
５
３
３
人
が
入
居
し
、
み
な
し

仮
設
住
宅
１
２
８
戸
の
入
居
者
も

４
０
３
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

に
開
か
れ
た
地
鎮
祭
に
は
、
田
中

稔
彦
社
長
は
じ
め
同
社
の
関
係
者

ら
が
列
席
、
建
設
工
事
の
安
全
を

祈
願
し
ま
し
た
。
地
震
対
策
が
何

か
と
取
り
ざ
た
さ
れ
る
中
、
荒
木

町
長
が
「
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

将
来
的
に
は
研
究
部
門
を
集
約
す

る
構
想
も
お
持
ち
で
あ
り
、
町
が

大
き
く
飛
躍
す
る
好
機
に
も
な
り

ま
す
」
と
新
工
場
の
稼
働
に
期
待

を
寄
せ
ま
し
た
。

　

金
剛
の
新
工
場
は
約
３
万
４
千

平
方
㍍
の
用
地
に
鉄
骨
一
部
２
階

建
て
で
、
延
べ
床
面
積
は
約
１
万

２
千
平
方
㍍
。
投
資
額
は
約
50
億

円
と
見
込
ま
れ
、
町
内
か
ら
の
新

規
採
用
も
18
人
程
度
に
上
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

創
業
70
年
に
な
る
金
剛
も
昨
年

の
熊
本
地
震
で
被
災
し
て
お
り
、

新
工
場
の
動
向
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

同
社
が
熊
本
市
の
本
社
以
外
に
工

場
を
構
え
る
の
は
今
回
の
嘉
島
町

が
初
め
て
。
新
工
場
の
操
業
は
来

春
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

嘉
島
町
は
４
月
18
日
、
熊
本
地

震
の
被
災
者
の
恒
久
的
な
住
ま
い

と
な
る
災
害
公
営
住
宅
（
復
興
住

宅
）
建
設
整
備
へ
向
け
、
独
立
行

政
法
人
・
都
市
再
生
機
構
（
Ｕ
Ｒ
、

東
京
）
と
基
本
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
全
国
各
地
で
各
種
災

害
に
対
応
し
た
実
績
を
持
つ
Ｕ
Ｒ

に
、
町
が
災
害
公
営
住
宅
の
建
設

整
備
を
要
請
す
る
も
の
で
す
。
町

は
住
宅
が
整
備
さ
れ
次
第
、
Ｕ
Ｒ

か
ら
買
い
取
っ
て
運
用
・
管
理
に

当
た
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

荒
木
町
長
は
町
役
場
で
開
か
れ

た
調
印
式
に
臨
み
、「
被
災
者
の

皆
さ
ん
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
生
活
環
境
を
一
日

も
早
く
整
備
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
期
待
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

Ｕ
Ｒ
九
州
支
社
の
西
周
健
一
郎

支
社
長
も
「
東
日
本
大
震
災
な
ど

災害公営住宅を建設整備災害公営住宅を建設整備
町とＵＲ 基本協定調印町とＵＲ 基本協定調印

Ｕ
Ｒ
九
州
支
社
長
と
共
に
協
定
調
印
に
臨
ん
だ

荒
木
町
長
（
右
）

　

嘉
島
町
と
新
工
場
建
設
の
立
地

協
定
を
結
ん
で
い
た
移
動
棚
メ
ー

カ
ー
の
金
剛
（
熊
本
市
）
が
上
仲

間
で
工
場
建
設
に
着
手
し
ま
し
た
。

有
力
地
場
企
業
の
進
出
は
町
に

と
っ
て
も
震
災
か
ら
の
創
造
的
な

復
興
へ
弾
み
と
な
り
そ
う
で
す
。

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
の
西
側
約

１
㌔
の
建
設
予
定
地
で
３
月
30
日

写
真
上
は
金
剛
が
進
出
す
る
上
仲
間
の

新
工
場
用
地
で
開
か
れ
た
地
鎮
祭
に
列

席
し
た
荒
木
町
長
ら
関
係
者
。
同
左
は

新
工
場
の
完
成
イ
メ
ー
ジ

金
剛
、
新
工
場
建
設
に
着
手

金
剛
、
新
工
場
建
設
に
着
手

創
造
的
復
興
へ
弾
み

創
造
的
復
興
へ
弾
み
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嘉
島
町
北
甘
木
の
サ
ン
ト
リ
ー

ビ
ー
ル
九
州
熊
本
工
場
で
４
月
12

日
、
人
気
の
工
場
見
学
ツ
ア
ー
が

再
開
さ
れ
ま
し
た
。
ビ
ー
ル
関
連

の
主
力
商
品
は
既
に
出
荷
を
再
開

し
て
お
り
、
見
学
も
Ｏ
Ｋ
と
な
っ

て
被
災
し
た
熊
本
地
震
か
ら
ほ
ぼ

１
年
で
〝
完
全
復
旧
〞
に
近
づ
い

た
よ
う
で
す
。

れ
ま
し
た
。
駆
け
つ
け
た
創
業
家

出
身
の
鳥
井
信
宏
サ
ン
ト
リ
ー

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
副
社
長
は

「
工
場
関
係
者
ら
が
サ
ン
ト
リ
ー

な
ら
で
は
の
モ
ノ
づ
く
り
に
こ
だ

わ
っ
て
工
場
復
旧
に
取
り
組
ん
で

く
れ
た
。
当
社
に
と
っ
て
九
州
唯

　

再
開
初
日
は
見
学
ツ
ア
ー
が
４

回
行
わ
れ
、
合
わ
せ
て
約
１
３
０

人
が
参
加
。
被
災
か
ら
新
装
さ
れ

た
仕
込
み
、
発
酵
な
ど
ビ
ー
ル
の

醸
造
工
程
を
興
味
深
そ
う
に
見
て

回
り
、
看
板
商
品
の
「
ザ
・
プ
レ

ミ
ア
ム
・
モ
ル
ツ
」
な
ど
の
試
飲
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

見
学
ツ
ア
ー
の
コ
ー
ス
は
な
お

復
旧
作
業
中
の
施
設
を
一
部
除
き
、

震
災
前
と
同
じ
で
す
が
、
展
示
さ

れ
た
パ
ネ
ル
類
や
紹
介
ビ
デ
オ
な

ど
は
全
面
的
に
刷
新
さ
れ
、
ビ
ー

ル
醸
造
家
の
こ
だ
わ
り
を
随
所
に

ち
り
ば
め
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

見
学
ツ
ア
ー
に
先
立
ち
、
再
開

記
者
会
見
と
セ
レ
モ
ニ
ー
も
開
か

一
の
ビ
ー
ル
生
産
拠
点
と
い
う
位

置
づ
け
は
変
わ
ら
な
い
」
と
話
し
、

荒
木
町
長
ら
と
共
に
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
を
行
い
、
見
学
ツ
ア
ー
再
開
に

花
を
添
え
ま
し
た
。
見
学
ツ
ア
ー

は
無
料
で
す
が
、
事
前
申
し
込
み

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

写真下は熊本地震からほぼ１年で見学ツアー再開にこぎつけた
北甘木のサントリー九州熊本工場の見学初日の様子。
同右は再開を祝うテープカット。右端は荒木町長

　

嘉
島
町
下
仲
間
・
上
仲
間
の
地

区
計
画
区
域
に
進
出
す
る
倉
岡
紙

工
（
熊
本
市
南
区
）
と
町
が
４
月

17
日
、
立
地
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

町
役
場
で
開
か
れ
た
協
定
調
印

式
で
、
荒
木
町
長
が
「
震
災
の
復

旧
・
復
興
か
ら
の
途
上
に
あ
る
町

に
と
っ
て
企
業
進
出
は
明
る
く
元

気
が
出
る
朗
報
で
す
」
と
歓
迎
し

た
の
に
対
し
、
倉
岡
紙
工
の
倉
岡

伸
行
代
表
取
締
役
は
「
今
回
の
本

社
・
工
場
移
転
を
社
業
発
展
の

チ
ャ
ン
ス
に
し
、
従
業
員
の
雇
用

な
ど
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
に
も

お
役
に
立
て
れ
ば
」
と
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

　

倉
岡
紙
工
は
紙
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

メ
ー
カ
ー
で
昭
和
40
年
創
業
。
贈

答
用
の
菓
子
や
酒
類
の
化
粧
箱
な

ど
を
幅
広
く
手
掛
け
、
優
れ
た
技

術
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
計
画
に

よ
る
と
、
約
１
・
３
㌶
の
用
地
に
、

鉄
骨
平
屋
建
て
約
５
千
平
方
㍍
の

本
社
兼
工
場
を
建
設
。「
環
境
に

配
慮
し
た
安
全
安
心
な
工
場
」
を

目
指
し
、
平
成
30
年
９
月
の
操
業

開
始
へ
向
け
て
今
年
７
月
に
も
着

工
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

紙パッケージメーカーの倉岡紙工との
立地協定に調印した荒木町長（左端）

サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
工
場

サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
工
場

  

見
学
ツ
ア
ー
再
開

見
学
ツ
ア
ー
再
開

倉
岡
紙
工
と
立
地
協
定

倉
岡
紙
工
と
立
地
協
定

  

―
紙
パ
ッ
ケ
ー
ジ
メ
ー
カ
ー

―
紙
パ
ッ
ケ
ー
ジ
メ
ー
カ
ー
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平
成
29
年
度 

予
算
点
検

　嘉島町の 3月定例町議会で可決された町の
平成 29 年度一般会計当初予算は 102 億 716
万 7 千円に上っています。当初予算としては
初めて 100 億円を突破し、過去最大となりま
した。
　実に対前年度比ほぼ 2.5 倍、額にして 61
億 1263 万 8 千円の大幅増加です。このよう
に、これまでにない大型予算となったのは、
昨年の「平成 28 年熊本地震」からの復旧・
復興を着実に進めるため。本町はじめ県内の
被災市町村に対する国や熊本県の支援も手厚

くなっています。
　平成 32 年度を目標年度に策定された震災
からの「町復興計画」が今回の予算編成にも
色濃く反映されています。同計画が描く町の
将来像は、①活力と魅力あふれる②安全で安
心して暮らせる③「人」が主役－の三つ。こ
れは「活力とうるおいに満ちた田園文化都
市－住んで良かった !　水の郷（さと）嘉島」
を基本理念に掲げる第 5次町総合計画をベー
スとし、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」
も踏まえています。　　　　　　　（財政係）

　

で
は
、
町
民
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
今

回
の
予
算
を
歳
出
と
歳
入
に
分
け
て
み
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

歳
出

　

ま
ず
は
総
計
55
億
３
２
１
６
万
３
千
円

に
上
る
災
害
復
旧
関
連
費
で
す
。
解
体
・

災
害
が
れ
き
等
対
策
事
業
費
25
億
１
２
８

１
万
６
千
円
や
災
害
公
営
住
宅
事
業
費
17

億
５
３
０
０
万
円
な
ど
生
活
基
盤
に
欠
か

せ
な
い
事
業
が
め
じ
ろ
押
し
。

　

一
連
の
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
と
と

も
に
、
町
で
は
地
域
の
よ
り
一
層
の
発
展

に
つ
な
い
で
い
く
予
算
措
置
を
と
っ
て
い

ま
す
。
中
で
も
、
芝
原
土
地
区
画
整
理
事

業
費
２
億
７
５
３
２
万
１
千
円
や
東
部
台

地
「
ゆ
う
す
い
の
杜
（
も
り
）」
土
地
区

画
整
理
事
業
費
２
億
１
４
８
２
万
４
千
円

は
定
住
促
進
を
に
ら
む
も
の
。
町
総
合
運

動
公
園
も
使
い
勝
手
の
向
上
を
図
る
整
備

費
６
８
０
０
万
円
を
計
上
。

　

歳
出
を
予
算
の
性
質
か
ら
見
て
み
ま
す

と
、
普
通
建
設
事
業
費
・
災
害
復
旧
費
の

投
資
的
な
経
費
が
39
億
２
４
６
万
６
千
円

で
対
前
年
度
比
４
３
３
・
５
％
増
、
額
に

し
て
31
億
７
０
９
５
万
５
千
円
の
大
幅
増

加
。
構
成
比
で
も
前
年
度
の
17
・
９
％
か

ら
38
・
２
％
に
倍
増
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

も
災
害
復
旧
費
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

主な予算の使途（事業）

 ［扶助費］ 
施設型（保育）給付費扶助 3億7377万0千円
児童手当扶助 1億7850万0千円
障害者自立支援給付費扶助 8565万1千円
 ［補助費等］ 
上益城消防組合負担金 1億3637万2千円
益城嘉島西原環境衛生施設組合負担金 1億0036万7千円
県営水利施設整備事業負担金 4125万0千円
御船地区衛生施設組合負担金 3554万1千円
農地維持・資源向上共同活動支払交付金 3264万9千円
環境保全型農業支援対策事業補助金 2064万0千円
 ［維持補修費］ 
町道維持補修費 1092万8千円
 ［普通建設事業費］ 
芝原土地区画整理事業 2億7532万1千円
道路橋梁新設改良事業 2億4611万0千円
嘉島東部台地土地区画整理事業 2億1482万4千円
埋蔵文化財調査事業 7642万9千円
運動公園整備事業 6800万0千円
 ［繰　出　金］ 
公共下水道事業特別会計繰出金 1億2977万9千円
後期高齢者医療広域連合負担金 1億2372万8千円
後期高齢者医療特別会計繰出金 3197万3千円
介護保険特別会計繰出金 1億2148万9千円
国民健康保険特別会計繰出金 8100万6千円
簡易水道事業特別会計繰出金 1672万4千円

議会費 6544万6千円
総務費 7億3521万3千円
民生費 14億1597万5千円
衛生費 28億8900万5千円
農林水産業費 5億5790万9千円
商工費 526万9千円
土木費 29億5874万2千円
消防費 1億8362万2千円
教育費 3億7593万7千円
災害復旧費 6億1404万9千円
公債費 3億7600万0千円
予備費 3000万0千円
平成29年度 歳出予算額 102億0716万7千円

総務費

民生費

衛生費

土木費

農林水産業費商工費

消防費

議会費予備費
公債費

災害復旧費
教育費

歳出

歳出
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一般会計当初100億円突破 過去最大

　
　
　

歳
入

　

町
の
財
政
力
を
指
し
示
す
と
い

わ
れ
る
町
税
や
繰
入
金
な
ど
自
主

財
源
は
27
億
６
８
０
８
万
４
千
円

で
27
・
１
％
止
ま
り
で
す
。
全
体

の
72
・
９
％
が
地
方
交
付
税
を
は

じ
め
と
す
る
依
存
財
源
と
い
う
構

成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
訳
で
す
が
、
自
主
財

源
の
軸
で
あ
る
町
税
は
14
億
３
９

９
９
万
４
千
円
。
あ
の
震
災
か
ら

や
っ
と
１
年
。
そ
の
影
響
は
否
め

ず
、
目
下
の
と
こ
ろ
前
年
度
か
ら

０
・
５
％
の
微
減
の
見
込
み
で
す
。

　

一
方
、
依
存
財
源
は
大
き
く
膨

ら
ん
で
い
ま
す
。
復
旧
・
復
興
へ

向
け
た
手
厚
い
支
援
も
あ
り
ま
す
。

　

特
別
会
計

　

町
で
は
29
年
度
も
、
国
民
健
康

保
険
や
介
護
保
険
な
ど
六
つ
の
特

別
会
計
予
算
を
編
成
。
一
般
会
計

の
単
一
予
算
主
義
の
原
則
の
例
外

で
、
個
々
の
事
業
収
支
や
資
金
管

理
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
特
別
会
計
に
も
震
災

の
影
響
は
及
ん
で
い
ま
す
。
特
に

公
共
下
水
道
事
業
で
は
下
水
道
管

路
の
復
旧
工
事
予
算
に
２
億
２
０

７
３
万
７
千
円
を
計
上
。
復
旧
工

事
で
は
、
通
行
規
制
等
で
ご
迷
惑

を
お
掛
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

歳入

町税

繰入金

繰越金

分担金負担金

使用料
及び
手数料

財産収入・
寄付金・
諸収入

自主財源（27.1％）依存財源（72.9％）

地方交付税・
地方特例交付金

国県支出金

地方消費税
交付金等

地方譲与税

町債

歳入

着 と々震災復旧・復興
さらなる発展へ目配り

町税 14億3999万4千円
繰入金 10億1467万3千円
分担金及び負担金 1億0742万3千円
使用料及び手数料 2689万9千円
財産収入 177万7千円
繰越金 5000万0千円
諸収入 1931万8千円
寄付金 1億800万0千円
地方交付税 6億0000万0千円
地方特例交付金 650万0千円
国県支出金 43億5709万0千円
地方譲与税 3870万0千円
利子割交付金 90万0千円
配当割交付金 380万0千円
株式譲渡所得割交付金 270万0千円
地方消費税交付金 1億6050万0千円
自動車取得税交付金 540万0千円
交通安全対策特別交付金 200万0千円
町債 22億6149万3千円
平成29年度 歳入予算額 102億0716万7千円

特
に
国
や
熊
本
県
か
ら
の
支
出
金

43
億
５
７
０
９
万
円
は
前
年
度
に

比
べ
て
５
倍
近
く
に
も
上
る
も
の

で
す
。

　

町
に
と
っ
て
は
借
金
に
当
た
る

町
債
も
22
億
６
１
４
９
万
３
千
円

に
及
び
、
対
前
年
度
比
５
４
９
・

４
％
増
の
異
例
の
事
態
で
す
。

　

ま
た
、
財
源
確
保
の
た
め
、
町

の
預
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
８

億
８
８
４
３
万
３
千
円
を
取
り
崩

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
震
災
対
応

と
は
い
え
、
町
の
さ
ら
な
る
発
展

を
持
続
的
に
図
っ
て
い
け
る
よ
う

に
今
後
と
も
自
主
財
源
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
、
予
算
の
効
率
的

な
運
用
に
し
っ
か
り
と
目
配
り
し

て
ま
い
り
ま
す
。

が
、
ご
理
解
、
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

国民健康保険特別会計予算
11億4743万8千円

住宅新築資金等貸付特別会計予算
19万1千円

介護保険特別会計予算 7億7362万2千円
公共下水道事業特別会計予算

5億646万7千円
後期高齢者医療特別会計予算

1億1379万0千円
簡易水道事業特別会計予算

1億8085万7千円
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副団長
清村 将紀

副団長
森嶋 英治

団長
佐藤 光正

第4分団長
松本 浩一

第３分団長
太田 憲治

第２分団長
小林 聖児

第１分団長
松永 浩典

令
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
荒
木
町

長
が
「
昨
年
の
熊
本
地
震
で
の
献

身
的
な
団
員
の
働
き
は
目
覚
ま
し

か
っ
た
。
皆
さ
ん
へ
の
町
民
の
信

頼
は
厚
い
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
防

災
の
要
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し

て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
、
佐
藤
団

長
が
「
町
民
の
安
全
安
心
の
た
め

一
致
団
結
し
て
い
こ
う
」
と
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

　

各
団
の
分
団
長
と
新
任
部
長
は

次
の
通
り
で
す
。

　

第
１
分
団
長　

松
永
浩
典
▽
第

２
同　

小
林
聖
児
▽
第
３
同　

太

田
憲
治
▽
第
４
同　

松
本
浩
一
▽

第
１
分
団
第
１
部
長　

武
田
昴
大

▽
同
第
２
同　

藤
瀬
健
▽
同
第
３

同　

東
裕
也
▽
第
２
分
団
第
１
同

　

池
上
幸
誠
▽
同
第
２
同　

上
田

涼
二
▽
同
第
３
同　

吉
川
秀
巳
▽

第
３
分
団
第
１
同　

前
田
太
郎
▽

同
第
３
同　

徳
永
貴
宏
▽
第
４
分

団
第
１
同　

下
田
一
則
▽
同
第
２

同　

本
多
亨
▽
同
第
３
同　

坂
本

浩
太
▽
同
第
４
同　

中
﨑
竜
博

　

４
分
団
13
部
で
構
成
す
る
町
消

防
団
は
条
例
定
数
３
７
０
人
に
対

し
て
、
４
月
15
日
現
在
で
総
数
３

７
６
人
。
前
年
度
か
ら
５
人
減
。

約
８
割
の
団
員
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

団
員
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
割

合
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
16
日
に
は
新
入
団
員
・
幹

部
訓
練
を
役
場
正
面
玄
関
前
駐
車

場
で
実
施
。
有
事
に
備
え
規
律
や

放
水
ま
で
の
一
連
の
動
作
等
に
つ

い
て
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
嘉
島
町
消
防

団
幹
部
団
員
へ
の
辞
令
交
付
式
が

４
月
14
日
、
町
役
場
で
開
か
れ
、

佐
藤
光
正
氏
（
44
）
が
団
長
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
新
体
制
が
発
足

す
る
に
あ
た
り
、
副
団
長
に
は
森

嶋
英
治
、
清
村
将
紀
の
両
氏
が
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
が
佐
藤
団
長
に
辞
令

を
交
付
。
副
団
長
と
分
団
長
、
新

任
の
部
長
に
は
佐
藤
団
長
か
ら
辞

団
長
に

団
長
に  

佐
藤
佐
藤  

光
正
光
正  

氏氏

　

平
成
29
年
度
の
第
１
回
嘱
託
員

会
議
が
４
月
17
日
に
開
か
れ
、
再

任
４
人
、
新
任
３
人
に
荒
木
町
長

か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
嘱
託
員
は
13
人
。
町
と
町

民
の
皆
さ
ん
と
の
パ
イ
プ
役
で
す
。

同
時
に
全
員
が
区
長
と
し
て
各
区

の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
、
荒
木
町
長
が
「
力

を
合
わ
せ
て
住
ん
で
良
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
町
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
本
年
産

水
稲
の
モ
ミ
種
子
消
毒
、
種
ま
き
、

水
取
り
、
田
植
え
の
期
日
決
定
や
、

町
道
改
良
工
事
の
施
工
申
請
、
自

主
防
災
組
織
の
人
選
な
ど
に
つ
い

町
消
防
団

新

体

制

　　

嘱
託
員
を
委
嘱

嘱
託
員
を
委
嘱

　

初
の
会
合
開
く

　

初
の
会
合
開
く

行
政
区

氏　

名

西
村

大
森　

俊
明

○

上
六
嘉

増
岡　

司

○

北
甘
木

水
野　

正
身

◎

井
寺

清
村　

幸
成

◎

下
六
嘉

蜂
屋　

敏
光

三
郎
無
田

工
藤　

惇

○

上
島

田
上　

要
一

鯰

藤
田　

堅

滝
河
原

中
村　

孟

高
田

下
田　

一
夫

○

上
仲
間

甲
斐　

昌
和

下
仲
間

松
本　

一
幸

◎

犬
渕

竹
川　

龍
臣

（
◎
新
任
、
○
再
任
、
敬
称
略
）

て
連
絡
、
調
整
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
区
嘱
託
員
は
次
の
通
り
で
す
。

本
年
度
初
め
て
開
か
れ
た
町
嘱
託
員
会
議

町
消
防
団
の
新
任
部
長
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児
に
「
優
し
く
触
っ
て
ネ
」
と
オ

レ
ン
ジ
は
た
じ
た
じ
で
し
た
。

　

熊
本
市
出
身
の
作
曲
家
・
樹
原

涼
子
さ
ん
（
東
京
）
も
同
行
し
、

指
遊
び
や
歌
を
園
児
た
ち
と
一
緒

に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
オ
レ
ン
ジ
パ
フ
ェ
」
さ
ん
は

昨
年
の
熊
本
地
震
の
直
後
か
ら
毎

月
、
来
熊
。
被
災
地
の
保
育
、
幼

稚
園
を
回
っ
て
自
作
の
人
形
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
お
り
、「
ど
ん
な

時
も
子
ど
も
た
ち
に
笑
顔
を
忘
れ

て
ほ
し
く
な
い
ん
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
「
あ
り
が
と
う
を
伝
え
よ
う
作

品
コ
ン
ク
ー
ル
」（
熊
日
主
催
、

サ
ン
ト
リ
ー
協
賛
）
の
小
学
校
高

学
年
、
低
学
年
の
部
で
、
嘉
島
西

小
の
伊
東
日
葵
さ
ん
（
６
年
）
と

金
子
夏
歩
さ
ん
（
３
年
）
が
そ
れ

ぞ
れ
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
「
平
成
28

年
熊
本
地
震
」
で
感
じ
た
り
、
抱

い
た
り
し
た
感
謝
の
思
い
や
気
持

ち
な
ど
を
伝
え
よ
う
と
い
う
も
の
。

絵
と
百
字
程
度
の
文
章
で
表
現
す

る
小
学
生
の
両
部
門
に
は
、
合
わ

せ
て
７
千
点
を
超
え
る
作
品
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

高
学
年
の
部
で
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
た
伊
東
さ
ん
は
町
の
消
防
団

の
皆
さ
ん
が
自
ら
被
災
し
な
が
ら

地
域
の
た
め
に
懸
命
に
活
動
す
る

姿
を
見
て
感
謝
。
金
子
さ
ん
は
自

衛
隊
員
の
お
父
さ
ん
が
震
災
の
救

援
を
終
え
て
帰
宅
、
ぎ
ゅ
っ
と
抱

そ
の
思
い
を
素
直
に
伝
え
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
講
評
が
あ

り
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
部
に
も
１
千
点
を
超

え
る
応
募
が
あ
り
、
嘉
島
町
北
甘

木
の
サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本
工
場

で
は
入
賞
作
を
一
堂
に
展
示
す
る

作
品
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

き
締
め
て
く
れ
て
「
ほ
っ
と
し
た
」

と
つ
づ
り
ま
し
た
。

　

熊
日
本
社
（
熊
本
市
）
で
４
月

16
日
に
開
か
れ
た
表
彰
式
で
は
審

査
員
か
ら
「
心
の
底
か
ら
伝
え
た

い
と
い
う
あ
り
が
と
う
の
思
い
が

痛
い
ほ
ど
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の

コ
ン
ク
ー
ル
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、

日
、
嘉
島
町
鯰
の
幼
光
保
育
園
を

訪
れ
、
自
作
の
人
形
を
贈
っ
て
園

児
た
ち
と
交
歓
し
ま
し
た
。

　

体
長
約
30
㌢
の
人
形
は
熊
本
に

ち
な
ん
だ
ク
マ
。
操
り
糸
で
動
き

始
め
た
人
形
の
愛
ら
し
い
所
作
に
、

園
児
た
ち
は
大
喜
び
。
頭
を
な
で

て
み
た
り
、
握
手
し
た
り
す
る
園

　

マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
（
人
形
）
作
家

の
「
オ
レ
ン
ジ
パ
フ
ェ
」
さ
ん

（
作
家
名
、
埼
玉
県
）
が
４
月
17

　

４
月
９
日
に
山
鹿
市
総
合
体
育

館
で
開
か
れ
た
県
小
学
生
学
年
別

柔
道
大
会
で
、
嘉
島
東
小
の
村
本

桜
姫
さ
ん
と
桜
梨
菜
さ
ん
の
姉
妹

が
そ
ろ
っ
て
３
位
入
賞
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

姉
の
桜
姫
さ
ん
が
４
年
女
子
35

㌔
超
級
、
妹
の
桜
梨
菜
さ
ん
も
２

年
男
女
混
成
無
差
別
級
で
そ
れ
ぞ

れ
勝
ち
上
が
り
ま
し
た
。
優
勝
は

逃
し
た
も
の
の
、
３
位
に
入
り
、
九

州
少
年
柔
道
大
会
へ
の
出
場
を
決

め
ま
し
た
。
九
州
大
会
は
６
月
に

長
崎
・
諫
早
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

―見事に最優秀賞――見事に最優秀賞―
嘉島西小の伊東さん 金子さん嘉島西小の伊東さん 金子さん

３年生の金子夏歩さん６年生の伊東日葵さん

あ
り
が
と
う
を
伝
え
よ
う
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

あ
り
が
と
う
を
伝
え
よ
う
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

楽
し
く
遊
ん
で
！

楽
し
く
遊
ん
で
！

幼
光
保
育
園
に

幼
光
保
育
園
に

  　　

マ
リ
オ
ネ
ッ
ト

マ
リ
オ
ネ
ッ
ト

県
小
学
生
柔
道

県
小
学
生
柔
道

村
本
さ
ん
姉
妹

村
本
さ
ん
姉
妹

そ
ろ
っ
て
入
賞

そ
ろ
っ
て
入
賞

九
州
大
会
へ

九
州
大
会
へ

「オレンジパフェ」さんが操るクマのマリオネットに
興味津々の園児たち
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さ
い
」
と
呼
び
掛
け
、
荒
木
町
長

は
「
あ
の
震
災
で
先
輩
方
が
取
り

組
ん
だ
輝
か
し
い
活
動
の
よ
う
な

新
た
な
歴
史
を
築
い
て
い
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

生
徒
会
の
安
永
珠
梨
会
長
と
廣

川
由
副
会
長
も
「
新
た
な
仲
間
を

迎
え
、
み
ん
な
一
緒
に
頑
張
る
気

満
々
で
す
」
と
歓
迎
の
エ
ー
ル
を

送
り
、
新
入
生
代
表
の
芦
田
来
夢

さ
ん
が
「
思
い
や
り
の
あ
る
中
学

生
に
な
っ
て
充
実
し
た
３
年
間
に

し
て
い
き
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
春
の
新
１
年
生
は
昨
春
よ
り

６
人
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
中
の
入
学
式
が
４
月
11
日

に
開
か
れ
ま
し
た
。
震
災
の
影
響

で
同
中
体
育
館
が
使
え
ず
、
会
場

の
町
民
会
館
に
勢
ぞ
ろ
い
し
た
新

入
生
81
人
（
男
子
46
人
、
女
子
35

人
）
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
し
た
面

持
ち
。

　

髙
森
富
雄
校
長
が
「
勇
気
あ
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
心
掛
け
、
感
謝
す

る
心
を
身
に
つ
け
て
い
っ
て
く
だ

勇気あるチャレンジを勇気あるチャレンジを

吹奏楽部が演奏するリズムに乗って入学式会場の
町民会館ホールに入る嘉島中学校の新入生ら

新
入
生
代
表
に
荒
木
町
長
が
記
念
品
を

贈
っ
た

入
学
入
学  

さ
あ
さ
あ  

踏
み
出
そ
う

踏
み
出
そ
う

誓いの言葉を述べた新入生代表の芦田来夢さん

嘉
島
西
小
の
入
学
式
で
、
中
野
浩
幸
校

長
か
ら
新
入
生
代
表
に
記
念
品

嘉
島
東
小
の
新
入
生
ら
は
早
速
、
教
室

に
入
り
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
神
妙
な
表
情

お
め
で
と
う　
ミ
ニ
グ
ラ
フ

嘉島中学校嘉島中学校
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元気に「はい」/歩いて学校に元気に「はい」/歩いて学校に

入
学 

さ
あ 

踏
み
出
そ
う

　

嘉
島
西
小
の
入
学
式
は
４
月
11
日
開
か
れ
、
昨

年
よ
り
２
人
多
い
82
人
（
男
子
36
人
、
女
子
46

人
）
が
入
学
し
ま
し
た
。
中
野
浩
幸
校
長
は
「
よ

い
子
、
強
い
子
、
賢
い
子
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

児
童
代
表
の
山
本
蘭
平
さ
ん
は
、「
あ
い
さ
つ
、

あ
い
ず
、
あ
と
し
ま
つ
の
三
つ
の
あ
を
大
切
に
仲

良
く
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎
。
新
入

生
代
表
の
山

凛
歩
さ
ん
は
「
学
校
ま
で
頑
張
っ

て
歩
き
ま
す
。
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

嘉
島
西
小
学
校

嘉
島
西
小
学
校

　

４
月
11
日
に
開
か
れ
た
嘉
島
東
小
の
入
学
式
は

あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
っ
た
新
１
年
生
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
初
登
校
し
ま
し
た
。
一
人

ひ
と
り
名
前
を
呼
ば
れ
る
点
呼
で
は
、
会
場
の
体

育
館
い
っ
ぱ
い
響
き
渡
る
よ
う
に
元
気
い
っ
ぱ
い

「
は
い
！
」
と
返
事
を
し
て
起
立
す
る
子
も
い
ま

し
た
。　
　

　

田
中
元
校
長
が
「
あ
い
さ
つ
や
返
事
を
し
っ
か

り
と
」
な
ど
入
学
に
当
た
っ
て
お
願
い
し
、
荒
木

町
長
は
「
勉
強
に
運
動
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
励
ま
し
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

　

在
校
児
童
を
代
表
し
て
６
年
生
の
大
山
龍
馬
さ

ん
と
井
上
聖
華
さ
ん
が
「
分
か
ら
な
か
っ
た
り
、

困
っ
た
り
し
た
ら
何
で
も
聞
い
て
く
だ
さ
い
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
し
た
。
今
春
の
新
入
生
は

昨
春
よ
り
10
人
多
い
31
人
（
男
子
12
人
、
女
子
19

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

嘉
島
東
小
学
校

嘉
島
東
小
学
校

嘉島東小の入学式で名前を呼ばれ、元気よく返事を
して立ち上がる新入児童ら

嘉島西小の入学式は町民会館ホールで開かれた。
新入児童にはシートも大きめだ

あ
い
に
く
の
雨
の
入
学
式
。

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
東
小
の
新
入
児
童
ら

入学式を終え、笑顔でホールを後にする
西小の新入児童ら
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先
生
先
生  

よ
う
こ
そ

よ
う
こ
そ
！！  

水
の
郷
に

水
の
郷
に

と
で
す
。
③
野
球
観
戦
、
野
球
話

が
好
き
で
す
。
随
分
、
ル
ー
ル
に

詳
し
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

教諭

酒
さか

井
い

　優
ゆう

子
こ

（合志南小）

①
初
め
て
の
嘉
島
町
勤
務
で
す
。

日
々
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
学
び
、

一
緒
に
成
長
し
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
②
情
熱
を
も
っ
て
生

き
る
。
い
つ
も
笑
顔
を
絶
や
さ
な

い
。
何
事
も
前
向
き
に
、
ど
ん
な

時
も
ユ
ー
モ
ア
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
を
忘
れ
な
い
！　

③
趣
味
は
ド

ラ
イ
ブ
、
旅
行
、
読
書
。
特
技
は

ピ
ア
ノ
。

教諭

柿
かき

本
もと

　健
けん

太
た

（帯山西小）

①
嘉
島
町
で
働
け
る
こ
と
を
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
何
事
に
も
ベ
ス

ト
を
尽
く
し
て
が
ん
ば
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
②
昨
日
の
自
分
を
超

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
が
ん

ば
る
こ
と
で
す
。
③
ド
ラ
イ
ブ
で
す
。

教諭

安
あ

部
べ

　拓
たく

哉
や

（新規採用）

①
初
め
て
の
教
師
生
活
を
こ
の
嘉

島
町
で
ス
タ
ー
ト
で
き
る
こ
と
が

う
れ
し
い
で
す
。
一
日
も
早
く
学

校
に
慣
れ
て
、
子
ど
も
た
ち
と
楽

し
く
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
②
「
教
師
が
変
わ
れ

ば
子
ど
も
も
変
わ
る
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
頑
張
り
ま
す
。
③
バ
ス

ケ
ッ
ト
で
す
。
小
学
校
か
ら
始
め
、

現
在
も
ず
っ
と
続
け
て
い
ま
す
。

教諭

井
いの

上
うえ

　莉
り

菜
な

（新規採用）

①
今
年
度
か
ら
教
諭
と
し
て
働
か

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
初
め
て
の
小
学
校
勤
務
で
ワ

ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
楽
し
い
学

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
私
も
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら

頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
②
継
続
は
力
な
り
。
③

歌
を
歌
う
こ
と
が
大
好
き
で
す
。

教諭

阿
あそしな

蘇品　博
ひろし

（再任用・嘉島東小）

①
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
東

小
か
ら
西
小
に
転
勤
し
、
倍
の
人

数
と
な
り
、
少
し
緊
張
し
て
ま
す

が
、
同
じ
嘉
島
町
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
が
ん
ば
り
ま
す
。
②
人
を

喜
ば
せ
る
こ
と
が
大
好
き
で
す
。

③
特
技
は
、
昔
遊
び
（
こ
ま
回
し
、

ビ
ー
玉
な
ど
）。
趣
味
は
、
映
画

鑑
賞
、
孫
と
遊
ぶ
こ
と
。

事務主任

中
なか

原
はら

　弘
ひろ

典
のり

（益城中央小）

①
嘉
島
町
の
学
校
は
初
め
て
な
の

で
、
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
。

②
「
継
続
は
力
な
り
」

③
壊
れ
た
物
の
修
理
。

嘉
島
西
小
学
校

教諭

金
かなまる

丸　京
きょうこ

子
（宮崎市・宮崎南小）

①
熊
本
の
た
め
に
少
し
で
も
お
役

に
立
て
れ
ば
、
と
思
っ
て
希
望
し

て
き
ま
し
た
。
実
は
熊
本
出
身
な

の
で
熊
本
で
働
け
て
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。
１
年
間
で
す
が
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
あ
り
が
と
う
。
③
夫
と
釣
り
。

釣
り
は
夫
の
趣
味
で
、
私
は
運
転

手
と
し
て
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
み
ま

す
。
旅
行
も
好
き
で
す
。

教諭

大
おおむら

村　幸
ゆき

代
よ

（木倉小）

①
嘉
島
町
の
勤
務
は
初
め
て
で
す
。

自
然
豊
か
な
地
域
で
働
け
る
こ
と

を
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
早
く
地
域
の
様
子
が
わ
か
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
②

継
続
は
力
な
り
。
少
し
ず
つ
確
実

に
力
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
③
買
い
物
や
旅
行
な
ど
、

外
に
出
か
け
る
の
が
好
き
で
す
。

教諭

前
まえ

田
だ

　博
ひろ

美
み

（広安小）

①
豊
か
な
水
、
心
癒
や
さ
れ
る
自

然
に
恵
ま
れ
た
嘉
島
町
に
初
め
て

赴
任
で
き
る
喜
び
は
大
き
い
で
す
。

子
ど
も
た
ち
を
大
切
に
精
い
っ
ぱ

い
頑
張
り
ま
す
。
②
前
田
の
前
は

前
向
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
。

ま
た
笑
顔
と
感
謝
を
忘
れ
な
い
こ

　４月１日付の県内教職員異動に伴って嘉島町
の３小中学校に赴任した教職員の受け入れ式が３
日、町民会館会議室で開かれ、新たに転入や新規
採用で着任した 19人に辞令が交付されました。
　式では、髙野町教育長が「共に子どもたちの教
育に努めていきましょう」と訓示、荒木町長が町
内の震災被害や復旧の現状などを説明して「子ど
もたちの夢や希望を育んでほしい」と歓迎の言葉
を述べました。今号では新たに着任された先生方
を紹介する「先生　ようこそ！　水の郷（さと）に」
の特集です。

質
問
事
項
は

質
問
事
項
は  

①
嘉
島
町
に
赴
任
す
る
に
当
た
っ
て
の
抱
負

①
嘉
島
町
に
赴
任
す
る
に
当
た
っ
て
の
抱
負  

②
日
ご
ろ

②
日
ご
ろ

の
モ
ッ
ト
ー
、
信
条

の
モ
ッ
ト
ー
、
信
条  

③
趣
味
や
特
技
な
ど
―
で
す
。　
　

③
趣
味
や
特
技
な
ど
―
で
す
。　
　

    （
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）
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教諭

竹
たけ

原
はら

　鮎
あゆ

香
か

（黒肥地小）

①
縁
あ
っ
て
嘉
島
町
で
働
け
る
こ

と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
と
、
明
る
く
、
元
気
に
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
毎
日
を
送
り
た

い
で
す
。

②
「
お
か
げ
さ
ま
」
の
心
を
持
ち

続
け
る
。

③
散
歩
す
る
こ
と
と
歩
い
て
い
る

か
の
よ
う
な
速
さ
で
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
。

教諭

福
ふく

田
だ

　駿
はや

翔
と

（新規採用）

①
今
年
か
ら
教
諭
と
し
て
働
か

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
３
月
に
大
学
を
卒
業
し
た
ば

か
り
で
す
べ
て
が
初
め
て
で
す
が
、

す
べ
て
の
こ
と
に
全
力
で
が
ん
ば

り
ま
す
。
②
常
に
笑
顔
で
元
気
よ

く
で
す
。
子
ど
も
た
ち
と
笑
顔
が

た
く
さ
ん
の
学
校
に
し
た
い
で
す
。

③
ド
ラ
イ
ブ
で
す
。
ま
だ
ペ
ー

パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
で
す
が
（
笑
）。

養護教諭

引
ひき

地
ち

香
か

奈
な

子
こ

（田浦小）

①
出
身
は
山
都
町
で
、
上
益
城
に

勤
務
で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
早
く
東
小
の
み
な
さ
ん

の
顔
と
名
前
を
覚
え
て
、
子
ど
も

た
ち
に
負
け
な
い
よ
う
、
元
気

い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
。
②
い
つ

も
明
る
い
笑
顔
を
忘
れ
な
い
。
③

自
然
が
大
好
き
な
の
で
、
山
や
川

に
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
た
り
、
温

泉
め
ぐ
り
を
し
て
い
ま
す
。

嘉
島
東
小
学
校

教諭

髙
たか

永
なが

貴
き

志
し

子
こ

（広安小）

①
初
め
て
の
嘉
島
町
勤
務
で
す
。

子
ど
も
た
ち
と
共
に
成
長
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

②
感
謝
を
忘
れ
ず
、
当
た
り
前
の

こ
と
を
こ
つ
こ
つ
と
。

③
た
ま
に
行
く
温
泉
で
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
い
ま
す
。
息
子
の
サ
ッ

カ
ー
の
応
援
を
す
る
こ
と
で
、
ス

ト
レ
ス
発
散
し
て
い
ま
す
。

教諭

山
やまずみ

隅　奈
な

美
み

（益城中）

①
お
隣
の
益
城
町
か
ら
来
ま
し
た
。

６
年
ぶ
り
の
小
学
校
で
初
め
て
の

嘉
島
町
な
の
で
、
不
安
と
楽
し
み

が
入
り
交
じ
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
と
早
く
仲
良
く
な
っ
て
一

緒
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
②
や
れ
ば
や
っ
た
だ

け
自
分
に
返
っ
て
く
る
！　

③
ド

ラ
イ
ブ
＆
イ
ベ
ン
ト
好
き
で
す
。

珠
算
は
１
級
を
持
っ
て
い
ま
す
。

先
生
先
生  
よ
う
こ
そ

よ
う
こ
そ
！！
水
の
郷
に

水
の
郷
に
質
問
事
項
は

質
問
事
項
は  

①
嘉
島
町
に
赴
任
す
る
に
当
た
っ
て
の
抱
負

①
嘉
島
町
に
赴
任
す
る
に
当
た
っ
て
の
抱
負  

②
日
ご

②
日
ご

ろ
の
モ
ッ
ト
ー
、
信
条

ろ
の
モ
ッ
ト
ー
、
信
条  

③
趣
味
や
特
技
な
ど
。　
　
　

③
趣
味
や
特
技
な
ど
。　
　
　

  （
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

― 

嘉
島
町
の
学
校
は
？

　

今
回
が
初
め
て
。
前
任
の
広
安
小
は
じ

め
益
城
町
や
甲
佐
町
な
ど
隣
接
す
る
町
々

の
学
校
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

―
嘉
島
の
印
象
を
。

　

水
と
緑
に
恵
ま

れ
た
す
て
き
な
町

で
す
ね
。
特
に
、

私
た
ち
の
東
小
は

豊
か
な
緑
に
囲
ま

れ
、
何
か
し
ら
ワ

ク
ワ
ク
さ
せ
ら
れ

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

あ
の
苦
境
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の

出
会
い
も
あ
り
ま
し
た
。
全
国
各

地
か
ら
救
援
、
支
援
が
寄
せ
ら
れ
、

駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
ら
。

― 

な
る
ほ
ど
。

　

そ
し
て
、
何
よ
り
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
で
す
。
そ
れ
が
地
域
の
皆

さ
ん
を
ど
れ
だ
け
勇
気
づ
け
た
こ

と
か
。
私
が
教
職
を
志
し
た
の
も

そ
う
。
子
ど
も
た
ち
が
何
か
に
夢

中
に
な
っ
て
熱
中
し
て
い
る
姿
を

見
る
の
が
、
私
は
大
好
き
で
す
。

― 
ど
ん
な
東
小
に
？

　

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
地
域
の
オ
ア

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
出
会
い
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

― 
出
会
い
と
言
う
と
？

　

昨
年
の
熊
本
地
震
で
思
い
知
ら

さ
れ
た
の
で
す
。
当
た
り
前
な
の

で
す
が
、
や
は
り
「
学
校
は
地
域

社
会
と
共
に
あ
る
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
震
災
の
最
前
線
の
避
難
所

と
な
っ
た
広
安
小
で
被
災
し
た

方
々
を
受
け
入
れ
、
改
め
て
実
感

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
学
校
だ
け
で

は
何
事
も
立
ち
行
か
な
い
、
と
。

― 

大
変
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

　

学
校
に
限
っ
た
話
で
は
な
く
、

大
変
だ
っ
た
の
は
皆
さ
ん
も
そ
う

シ
ス
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
全

て
の
児
童
一
人
ひ
と
り
に
活
躍
で

き
る
場
、
チ
ャ
ン
ス
を
つ
く
っ
て

あ
げ
た
い
。

― 

ご
趣
味
は
？

　

フ
ラ
リ
と
出
掛
け
る
よ
う
な
旅
、

そ
れ
に
温
泉
巡
り
で
す
。
相
撲
や

柔
道
の
達
人
っ
ぽ
く
見
ら
れ
が
ち

で
す
が
、
か
つ
て
は
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
に
夢
中
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。

嘉
島
東
小
学
校
の
校
長
に
就
任
し
た

嘉
島
東
小
学
校
の
校
長
に
就
任
し
た

　
　
　
　

田
中　

元
さ
ん
に
聞
く

　
　
　
　

田
中　

元
さ
ん
に
聞
く

全ての児童に全ての児童に
　活躍できる場　活躍できる場

◇
た
な
か
・
は
じ
め　

55
歳
、
山

都
町
出
身
。
昭
和
59
年
か
ら
県

内
各
地
の
小
学
校
で
教
壇
に
。
熊

本
大
教
育
学
部
卒
。
御
船
町
在
住
。
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新
入
園
児
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
お

母
さ
ん
と
一
緒
に
並
ん
で
座
っ
た

も
の
の
、
落
ち
着
か
な
い
様
子
。

岩
永
啓
次
園
長
と
「
し
っ
か
り
あ

い
さ
つ
で
き
る
よ
う
に
」
と
約
束

し
た
園
児
ら
に
、
荒
木
町
長
が

「
お
友
達
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

今
年
の
町
内
保
育
園
の
新
入
園

児
は
嘉
島
保
育
園
28
人
（
男
児
17

人
、
女
児
11
人
）、
幼
光
保
育
園

20
人
（
９
人
、
11
人
）、
東
部
幼

光
保
育
園
17
人
（
10
人
、
７
人
）

で
す
。

嘉
島
中
学
校

教頭

服
はっとり

部　起
たつ

明
あき

（甲佐中）

①
初
め
て
、
嘉
島
町
に
勤
務
致
し

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
嘉
島
町
で

育
っ
て
良
か
っ
た
と
言
え
る
よ
う

に
一
生
懸
命
、
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

②
学
校
の
雰
囲
気
を
明
る
く
し
、

何
で
も
話
せ
る
学
校
を
つ
く
る
。

③
剣
道
４
段
。
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
が

好
き
で
す
。

教諭

藤
ふじ

野
の

　博
ひろふみ

文
（甲佐中）

①
以
前
、
嘉
島
町
に
は
、
６
年
間

お
世
話
に
な
り
２
回
目
の
赴
任
に

な
り
ま
す
。
再
び
嘉
島
町
で
勤
務

で
き
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
地
域
の
た

め
に
一
生
懸
命
が
ん
ば
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

②
「
一
生
懸
命
は
か
っ
こ
い
い
」

「
笑
顔
」

③
サ
ッ
カ
ー
。
最
近
サ
イ
ク
リ
ン

グ
に
は
ま
っ
て
ま
す
。

教諭

奥
おく

田
だ

　恭
やす

隆
たか

（木山中）

①
と
て
も
良
い
環
境
の
嘉
島
町
で

教
育
活
動
を
行
え
る
こ
と
を
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
自
分
の
個
性
を

生
か
し
て
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

②
「
人
生
は
明
る
く
楽
し
く
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
頑

張
り
ま
す
。

③
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が
大
好
き
で

す
。
そ
の
他
に
は
、
旅
行
、
温
泉
、

車
・
バ
イ
ク
、
子
ど
も
と
遊
ぶ
こ

と
な
ど
で
す
。

教諭

鶴
つる

村
むら

　武
たけ

大
ひろ

（新規採用）

①
初
め
て
の
中
学
校
勤
務
に
な
り
、

少
し
緊
張
し
て
い
ま
す
が
、
出
身

が
御
船
町
な
の
で
、
上
益
城
に

帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
、
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
と
一

緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

②
常
に
前
向
き
。

③
特
技
は
サ
ッ
カ
ー
で
す
。
大
学

ま
で
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
、
大
学
で

は
日
本
一
に
も
な
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

先生 ようこそ先生 ようこそ！！  水の郷に水の郷に 質問事項は ①嘉島町に赴任するに当たって質問事項は ①嘉島町に赴任するに当たって
の抱負 ②日ごろのモットー、信条 ③趣味の抱負 ②日ごろのモットー、信条 ③趣味
や特技など―です。　　　　　　　（敬称略）や特技など―です。　　　　　　　（敬称略）

　　

嘉
島
幼
稚
園
―
町
内
各
園

嘉
島
幼
稚
園
―
町
内
各
園

  

楽
し
く
元
気
に
遊
ぼ
う

楽
し
く
元
気
に
遊
ぼ
う

　

嘉
島
幼
稚
園
で
は
４
月
12
日
に

入
園
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
春

新
た
に
入
園
し
た
の
は
３
歳
児
16

人
に
加
え
、
４
歳
児
と
５
歳
児
各

１
人
の
計
18
人
。

嘉島幼稚園の入園式。新入園児がそれぞれお母さんと並んで勢ぞろい

「お友達をたくさんつくって」と話した荒木町長

入園入園
おめでとうおめでとう
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全
国
防
災
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
４
月

８
日
、
嘉
島
町
上
島
の
イ
オ
ン

モ
ー
ル
熊
本
会
場
を
皮
切
り
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
万
が
一
の
際

の
知
識
や
ス
キ
ル
を
日
ご
ろ
か
ら

体
験
し
な
が
ら
学
ん
で
い
る
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
が
地
域
に

根
差
し
た
店
舗
づ
く
り
を
目
指
す

イ
オ
ン
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、「
防

災
」
に
つ
い
て
楽
し
ん
で
考
え
て

も
ら
お
う
と
い
う
試
み
で
す
。

　
「
キ
ッ
ク
オ
フ
」
と
銘
打
ち
、

盟
の
隊
員
ら
は
訪
れ
た
親
子
連
れ

の
買
い
物
客
ら
と
一
緒
に
災
害
時

に
役
立
つ
簡
易
ス
リ
ッ
パ
を
新
聞

紙
で
作
っ
た
り
、
竹
と
毛
布
で
代

用
す
る
に
わ
か
作
り
の
〝
担
架
〞

で
搬
送
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

全
国
巡
回
に
先
駆
け
た
開
会
式
で
、

荒
木
町
長
が
昨
年
起
き
た
熊
本
地

震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
現
状
に

つ
い
て
説
明
し
、「
今
こ
そ
『
備

え
よ
、
常
に
』
と
う
た
っ
た
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
の
広
が
り
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
キ
ャ
ラ
バ

ン
が
成
功
す
る
よ
う
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

　

会
場
に
充
て
ら
れ
た
イ
オ
ン

モ
ー
ル
熊
本
の
西
モ
ー
ル
は
被
災

か
ら
復
旧
し
て
営
業
を
再
開
し
た

ば
か
り
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
県
連

　

こ
の
防
災
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
東
日

本
大
震
災
か
ら
５
年
の
昨
年
始
ま

り
、
全
国
56
会
場
で
巡
回
開
催
。

今
年
は
昨
年
４
月
の
震
災
に
合
わ

せ
、
熊
本
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
梅
雨

時
の
６
月
以
降
、
全
国
70
会
場
で

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

全国防災キャラバンのキックオフ式典に臨み、
改めて「災害への備えを怠りなく」と訴える荒木町長

毛布と竹でこしらえた簡易担架

新聞紙で簡易スリッパづくり

　

昨
年
の
熊
本
地
震
の
影
響
で
休

止
し
て
い
た
嘉
島
町
井
寺
、
北
甘

木
の
嘉
島
東
部
台
地
土
地
区
画
整

理
事
業
「
ゆ
う
す
い
の
杜
（
も

り
）」
を
再
開
し
ま
す
。

　

既
に
、
測
量
や
設
計
な
ど
の
復

旧
作
業
に
着
手
し
て
お
り
、
完
了

後
は
権
利
者
へ
の
個
別
説
明
の
実

施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。「
ゆ
う

す
い
の
杜
」
事
業
が
町
の
復
興
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
れ
る
よ
う
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

役
場
建
設
課
都
市
計
画
係

　
　

☎
２
３
７

－

２
５
９
７

嘉
島
東
部
台
地

嘉
島
東
部
台
地

ゆ
う
す
い
の
杜

ゆ
う
す
い
の
杜

事
業
を
再
開
へ

事
業
を
再
開
へ

力
強
く
防
災
宣
言
を
行
っ
た
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

熊
本
県
連
盟
の
メ
ン
バ
ー
た
ち

嘉
島
か
ら
発
進

嘉
島
か
ら
発
進

  

ス
カ
ウ
ト
活
動
支
援

ス
カ
ウ
ト
活
動
支
援

全国防災
キャラバン

イ
オ
ン

イ
オ
ン

モ
ー
ル

モ
ー
ル
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静
岡
県
の
川
勝
平
太
知
事
が
４

月
13
日
、
嘉
島
町
の
嘉
島
中
を
訪

れ
、
生
徒
ら
と
意
見
交
換
。
防
災

を
テ
ー
マ
に
し
た
中
学
生
同
士
の

相
互
訪
問
な
ど
の
交
流
を
図
っ
て

い
く
〝
知
事
構
想
〞
が
明
か
さ
れ

ま
し
た
。

　

川
勝
知
事
は
３
月
、
嘉
島
中
の

生
徒
代
表
ら
を
静
岡
県
に
招
い
て

現
地
の
学
校
訪
問
な
ど
企
画
。
防

災
先
進
県
と
い
わ
れ
る
静
岡
の
中

学
生
が
取
り
組
む
防
災
の
活
動
ぶ

り
を
見
聞
き
し
た
嘉
島
中
の
生
徒

ら
の
「
率
直
な
感
想
を
聞
き
た

い
」
と
訪
れ
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
の
実
体
験
を
静
岡
の

中
学
生
に
伝
え
た
生
徒
ら
に
、
川

勝
知
事
は
お
礼
を
述
べ
る
一
方
、

「
実
際
の
現
場
に
立
つ
体
験
は
得

難
く
、
何
よ
り
大
切
」
と
語
り
掛

け
、
引
き
続
き
中
学
生
の
相
互
訪

問
な
ど
通
し
て
「
嘉
島
町
と
静
岡

県
の
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
」

と
い
う
考
え
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。

　

14
日
の
県
地
震
犠
牲
者
追
悼
式

に
列
席
す
る
た
め
来
熊
し
た
川
勝

知
事
の
来
町
は
昨
年
７
月
に
続

き
、
２
度
目
で
す
。
嘉
島
中
の
生

徒
た
ち
が
被
災
後
、
学
校
挙
げ
て

取
り
組
ん
だ
「
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
関
し
、
川
勝
知
事
は
「
避

難
所
の
清
掃
や
荷
物
運
び
と
い
っ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
る
。『
防
災
教

育
』
の
交
流
を
継
続
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
、
今
夏
に
は
静
岡
県

内
の
中
学
生
を
嘉
島
町
に
派
遣
す

る
計
画
を
進
め
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

世
界
有
数
の
管
弦
楽
団「
ウ
ィ
ー

ン
・
フ
ィ
ル
」
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
弦

楽
四
重
奏
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が

４
月
13
日
、
嘉
島
町
民
会
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

明
日
の
復
興
へ
の
願
い
と
希
望

を
込
め
、
熊
本
地
震
の
被
災
地
に

世
界
最
高
峰
の
調
べ
を
届
け
る
特

別
公
演
。
町
の
鳥
ヒ
バ
リ
に
ち
な

ん
だ
ハ
イ
ド
ン
の
弦
楽
四
重
奏
曲

は
じ
め
〝
嘉
島
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
〞

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
招
か
れ
た
町
民

約
５
０
０
人
は
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

今
回
、
お
な
じ
み
の
「
ふ
る
さ

と
」
も
選
曲
さ
れ
、
嘉
島
中
吹
奏

楽
部
と
〝
夢
の
共
演
〞
が
実
現
。

世
界
レ
ベ
ル
の
調
べ
に
リ
ー
ド
さ

れ
て
楽
し
く
演
奏
す
る
部
員
ら
と

共
に
、
最
後
は
会
場
の
聴
衆
も
大

合
唱
で
加
わ
っ
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

飾
り
ま
し
た
。

　

こ
の
演
奏
会
は
、
６
年
前
の
東

日
本
大
震
災
を
機
に
サ
ン
ト
リ
ー

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
ウ
ィ
ー
ン
・

フ
ィ
ル
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
設
立
し

た
「
音
楽
復
興
基
金
」
の
取
り
組

み
。
被
災
者
に
音
楽
を
通
し
た
元

気
と
笑
顔
を
届
け
よ
う
と
、
東
北

各
県
で
各
種
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い

た
り
、演
奏
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

弦
楽
四
重
奏
の
メ
ン
バ
ー
は
翌

14
日
に
熊
本
市
の
県
立
劇
場
で
開

か
れ
た
マ
ー
ラ
ー
の
交
響
曲
「
復

活
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
加
わ
り

ま
し
た
。

嘉
島
中
を
訪
れ
た
静
岡
県
の
川
勝
平
太

知
事
（
右
か
ら
２
人
目
）。
３
月
に
静

岡
県
に
招
い
た
生
徒
ら
と
防
災
活
動
に

関
し
、
意
見
を
交
わ
し
た

嘉
島
中
訪
問
の
静
岡
県
知
事

防災教育で防災教育で
　　交流の構想　　交流の構想

写真上は嘉島町民会館ホールで世界屈指の調べを
披露するウィーン・フィル弦楽四重奏のメンバー。
同下は嘉島中吹奏楽部と共演したステージ

ウィーン・フィル弦楽四重奏ウィーン・フィル弦楽四重奏

嘉島中吹奏楽部と共演も嘉島中吹奏楽部と共演も
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守
ろ
う

守
ろ
う
！！  

交
通
弱
者

交
通
弱
者

春
の
全
国
安
全
運
動

春
の
全
国
安
全
運
動

嘉
島
町
で
４
町
合
同
出
発
式

嘉
島
町
で
４
町
合
同
出
発
式

　

嘉
島
町
は
じ
め
御
船
署
管
内
４

町
が
一
堂
に
会
し
、
交
通
事
故
防

止
を
訴
え
る
交
通
安
全
運
動
４
町

合
同
出
発
式
が
４
月
６
日
、
嘉
島

町
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

嘉
島
、
甲
佐
、
御
船
、
益
城
の

４
町
か
ら
交
通
指
導
員
や
交
通
安

全
母
の
会
な
ど
関
係
者
２
５
０
人

が
列
席
。
主
催
者
を
代
表
し
て
荒

木
嘉
島
町
長
が
「
悪
質
な
飲
酒
運

転
に
よ
る
事
故
が
依
然
、
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
改
め
て
交
通
安
全
を

心
掛
け
る
意
識
を
高
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

川
北
恭
司
御
船
署
長
に
よ
る
交

通
安
全
功
労
者
な
ど
の
表
彰
に
続

き
、
嘉
島
町
交
通
安
全
母
の
会
の

中
村
鈴
代
会
長
が
交
通
安
全
宣
言
、

同
町
交
通
指
導
員
の
坂
井
信
房
隊

長
が
交
通
安
全
啓
発
パ
レ
ー
ド
出

発
申
告
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
、
子
ど

も
や
お
年
寄
り
な
ど
交
通
弱
者
を

い
て
町
交
通
指
導
員
の
委
嘱
が
行

わ
れ
、
10
人
（
す
べ
て
再
任
）
に

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

悲
惨
な
事
故
か
ら
守
っ
て
い
く
こ

と
な
ど
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

式
に
先
立
ち
、
列
席
者
一
同
で

交
通
事
故
と
昨
年
の
熊
本
地
震
の

犠
牲
者
に
黙

と
う
を
さ
さ

げ
ま
し
た
。
こ

の
４
町
合
同

出
発
式
は
春

の
全
国
交
通

安
全
運
動
（
４

月
６
〜
15
日
）

に
合
わ
せ
、
御

船
署
管
内
の

４
町
が
毎
年
、

持
ち
回
り
で

開
催
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
同
日
、

出
発
式
に
先
立

ち
、
役
場
に
お

会
議
員
・
母
の
会
・
町
職
員
が
町

内
の
主
要
交
差
点
で
黄
色
い
横
断

旗
を
手
に
街
頭
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。

写真上は御船暑管内４町合同の春の交通安全運動出発式。
同下は啓発パレードへの出発を告げる嘉島町の坂井信房・
交通指導隊長（左端）

嘉島町の交通指導員委嘱式
　

４
月
12
日
朝
、
荒
木
町
長
が
登

校
す
る
嘉
島
東
・
西
小
の
児
童
や

嘉
島
中
の
生
徒
の
登
校
を
見
守
り

ま
し
た
。
町
長
が
「
お
は
よ
う
」

と
声
を
掛
け
る
と
、
児
童
ら
も
元

気
の
い
い
声
で
あ
い
さ
つ
を
返
し

て
い
ま
し
た
。
運
動
期
間
中
、
保

護
者
・
町
交
通
安
全
協
会
・
町
議

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
４

月
12
日
、
嘉
島
町
の
高
田
み
ん
な

の
広
場
で
行
わ
れ
、
御
船
署
管
内

４
町
の
老
人
会
や
交
通
安
全
母
の

会
な
ど
計
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。
交
通
安
全
啓
発
活
動
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
、
選
手
た
ち
は

一
時
停
止
や
は
み
出
し
禁
止
な
ど

の
交
通
違
反
に
見
立
て
た
障
害
物

が
設
置
さ
れ
た
各
ホ
ー
ル
を
ラ
ウ

ン
ド
。
各
チ
ー
ム
か
ら
は
歓
声
や

悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
な

お
、
嘉
島
町
の
老
人
会
チ
ー
ム
が

第
３
位
と
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
を
通
し
、
交

通
ル
ー
ル
な
ど
学
ん
だ
＝
嘉
島
町
高
田

  

登
校
見
守
り

登
校
見
守
り

　　
町
長
も
街
頭
声
掛
け

町
長
も
街
頭
声
掛
け

  

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

  

安
全
運
転
学
ぶ

安
全
運
転
学
ぶ

登
校
す
る
小
学
生
に
声
を
掛
け
る

荒
木
町
長
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５ 月 の 納 税 等 ６ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談

固定資産税……………… ①　期
軽自動車税………………全　期

保育所利用料……………５月分
下水道使用料……………４月分
納期限日（口座振替日）
　　平成29年５月31日（水）

町県民税…………………①　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }②　期介護保険料
保育所利用料……………６月分
下水道使用料……………５月分
納期限日（口座振替日）
　　平成29年６月30日（金）

毎月第４水曜日
午後６時～午後８時

５月24日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

◎
交
通
事
故
〜
今
年
に
入
り
、
御
船

署
管
内
で
は
交
通
死
亡
事
故
の
発
生

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
物
損
事
故
、
人

身
事
故
と
も
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

◎
刑
法
犯
〜
３
月
に
入
り
町
内
で
車

上
狙
い
が
４
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
れ
か
ら
は
気
温
の
上
昇
に
伴

い
、
縁
側
の
窓
を
開
け
る
機
会
が
増

え
ま
す
の
で
、
施
錠
の
徹
底
を
お
願

い
し
ま
す
。

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）平成 29 年３月末現在
交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H29.3 6 58 0 0 0 4 0 1

H29 累計 17 177 0 0 12 4 1 3

前年比 +1 +23 ‒2 ‒1 +5 +2 +1 +1

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H29.3 17 188 0 0 1 4 0 1

H29 累計 56 543 1 0 17 4 2 6

前年比 +9 +56 ‒3 ‒1 +7 ‒2 +2 +2

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（TEL282-1110　内線 261 ～ 264）

　「ゆっぴー安心メール」とは、子ども・女性・高齢者等の安全確保や地域の犯罪防止
を図るため、県内で発生した
　◎声かけ事案、不審者の出没など、子どもに対する犯罪の前兆と思われる事案情報
　◎行方不明、高齢者等の手配、迷い人に関する情報
　◎高齢者等の安全・安心に関する情報
　◎防犯パトロール等に有益な情報
　◎強盗など重要または特殊な犯罪発生に関する情報
　◎振り込め詐欺をはじめとする特殊詐欺の被害防止に関する情報
等、安全・安心に関する情報を警察から登録された方の携帯電話やパソコンにメール
で配信するものです。

登録を希望される方は携帯電話・パソコンから、
k110@ansin.police.pref.kumamoto.jp
へ空メールを送信してください。
詳しくは、御船警察署生活安全係までお問い合わせください！
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ご
存
じ
で
す
か

下
水
道
使
用
料
の
算
定

　

一
般
家
庭
の
下
水
道
使
用
料
は
、
毎

月
１
日
の
住
民
基
本
台
帳
の
世
帯
人
員

に
よ
っ
て
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
票
を
嘉
島
町
に
置
い
た
ま
ま
町

外
で
生
活
し
て
い
る
方
（
長
期
入
院
、

単
身
赴
任
、
自
宅
以
外
か
ら
通
学
す
る

学
生
等
）
に
つ
い
て
は
使
用
料
の
減
免

措
置
が
あ
り
ま
す
が
、
所
定
の
様
式
に

よ
る
申
請
が
必
要
で
す
。

　

減
免
希
望
の
方
は
、
役
場
建
設
課
下

水
道
係
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

役
場
建
設
課
下
水
道
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

二
重
の
住
宅
ロ
ー
ン
で
支
援

　

県
は
、
熊
本
地
震
で
住
宅
に
被
害
を

受
け
て
二
重
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
抱
え
る

方
で
、
以
下
の
３
点
全
て
に
該
当
す
る

方
を
対
象
と
し
、
既
存
ロ
ー
ン
利
子
相

当
額
（
上
限
50
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

① 

３
百
万
円
以
上
の
新
た
な
住
宅
ロ
ー

ン
を
契
約

② 

被
災
住
宅
の
既
存
ロ
ー
ン
残
高
が
５

百
万
円
以
上

③ 

世
帯
員
に
課
税
所
得
金
額
が
７
８
０

万
円
を
超
え
る
者
が
い
な
い

　
　

熊
本
県
住
宅
課

☎
３
３
３－

２
５
５
０

税
・
保
険
料
減
免
で
特
別
徴
収

　

平
成
28
年
度
に
熊
本
地
震
に
よ
る

税
（
料
）
の
減
免
を
受
け
ら
れ
た
方
で
、

納
付
方
法
が
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

天
引
き
）
に
な
ら
れ
て
い
た
方
は
、
平

成
29
年
４
月
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
に

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
付

書
に
変
更
と
な
ら
れ
た
方
に
は
４
月
中

旬
に
お
送
り
し
た
通
知
書
と
一
緒
に
納

付
書
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
再

度
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
特
別
徴
収
へ
の
切
り
替
え
時

【
18
㌻
へ
続
く
】

　

各
項
目
の
末
尾
は
「
問
い
合
わ
せ

先
」
で
す
。

軽自動車税のグリーン化特例（軽課）が延長されました
　平成 29 年度課税において、三輪以上の軽自動車で、排出ガスの性能や燃費性能の優れた車両について
は、グリーン化特例（軽課）を適用します。
○適用期間および適用内容
　 　平成 28 年４月１日から平成 29 年３月 31 日までに最初の新規検査を受けた三輪以上の軽自動車（新
車に限る）で、基準を満たす車両。
○軽減税率の適用（軽減課税）年度
　　平成 29 年度分のみ（当該車両を取得をした日の属する年度の翌年度分の軽自動車税に限り適用）

種　別

税　率（年額）

　　　　平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成車（★★★★）
　　　　かつ以下の用件を満たす車両

電気自動車・天然ガス軽
自動車
（平成 21 年排出ガス 10
％低減）

◆乗　用：平成 32 年度
燃費基準＋ 20％達成車
◆貨物用：平成 27 年度
燃費基準＋ 35％達成車

◆乗　用：平成 32 年度
燃費基準達成車
◆貨物用：平成 27 年度
燃費基準＋ 15％達成車

軽自動車

三　輪 1,000 円 2,000 円 3,000 円

四　輪

乗　用
営業用 1,800 円 3,500 円 5,200 円

自家用 2,700 円 5,400 円 8,100 円

貨物用
営業用 1,000 円 1,900 円 2,900 円

自家用 1,300 円 2,500 円 3,800 円

＊燃費基準の達成状況については、自動車検査証の備考欄をご覧ください。
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期
が
確
定
し
ま
し
た
ら
、
改
め
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
　

役
場
税
務
課

☎
２
３
７－

２
６
３
９

臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給

　

臨
時
福
祉
給
付
金
は
消
費
税
率
引
き

上
げ
に
伴
う
所
得
の
少
な
い
方
へ
の
影

響
を
緩
和
す
る
た
め
に
支
給
す
る
も
の

で
す
。

○
支
給
対
象
者　

基
準
日
（
平
成
28
年

１
月
１
日
）
に
嘉
島
町
に
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
、
町
民
税
が
非
課
税
の

方
。
た
だ
し
、
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い

る
方
が
課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
は

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

○
支
給
額　

１
人
に
つ
き
１
万
５
千
円

給
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。
対
象
者
等
に
は
４
月
下

旬
に
申
請
書
等
を
発
送
し
、
５
月
１
日

か
ら
８
月
31
日
ま
で
申
請
を
受
け
付
け

産　

業
農
地
貸
借
希
望
者
を
募
集

　

農
地
中
間
管
理
機
構
（
熊
本
県
農
業

公
社
）
で
は
、
農
業
経
営
を
縮
小
さ
れ

る
方
な
ど
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、
担

い
手
農
家
な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
「
地
域
の
担
い
手
農
家
に
農
地
を
貸

し
た
い
」「
良
い
農
地
が
あ
れ
ば
借
り

た
い
」
と
い
う
方
は
、
役
場
農
政
課
や

Ｊ
Ａ
の
担
当
窓
口
、
熊
本
県
農
業
公
社

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

熊
本
県
農
業
公
社

☎
２
１
３－

１
２
３
４

　
　

役
場
農
政
課

☎
２
３
７－

２
６
２
９

小
規
模
事
業
者
の

持
続
化
補
助

　

小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
な
経
営
に

て
い
ま
す
。

　

対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
随
時
通
知

し
ま
す
が
、
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
、

申
請
書
等
が
届
い
て
い
な
い
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
‼
》

　

厚
生
労
働
省
や
市
町
村
な
ど
を
か
た

っ
た
不
審
な
電
話
や
郵
便
が
あ
っ
た
場

ご
一
緒
に　

親
子
教
室
の
参
加
者
募
集

○
日
時　

　

７
月
４
日
（
火
）
10
時
〜
正
午

○
場
所　

鯰
公
民
館

○
内
容　

七
夕
ま
つ
り

・
親
子
で
作
ろ
う
七
夕
か
ざ
り

・ 

お
や
つ
に
ピ
ッ
タ
リ
わ
く
わ
く
だ

ん
ご
作
り

○ 

講
師　

そ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
て
ご
ら

ん
ス
タ
ッ
フ

○ 
参
加
費　

１
家
族
５
０
０
円

　
（
材
料
費
と
一
日
保
険
）

○
定
員　

６
家
族

○
申
込
締
め
切
り　

６
月
15
日
（
木
）

【
お
申
し
込
み
先
】

　
　

そ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
て
ご
ら
ん

向
け
た
経
営
計
画
に
基
づ
く
、
小
規
模

事
業
者
の
地
道
な
販
路
開
拓
等
へ
の
取

り
組
み
に
対
し
、
必
要
な
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

○
補
助
上
限
額　

50
万
円

○
申
込
期
限

　

平
成
29
年
５
月
31
日
（
水
）

※
申
請
に
は
、
経
営
計
画
書
の
作
成
、

商
工
会
の
支
援
が
必
要
で
す
。
締
め
切

り
ま
で
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　
　

嘉
島
町
商
工
会

☎
２
３
７－

０
７
３
４

合
は
、
役
場
や
警
察
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

　
　

厚
生
労
働
省
（
専
用
）

　
　

☎
０
５
７
０－

０
３
７－

１
９
２

（
平
日
９
時
〜
18
時
）

　
　
　

代
表　

鷹
木

☎
２
３
７－

１
３
４
７
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

☎
０
９
０－

８
４
１
９－

０
８
７
５

嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
・
講
座
ご
案
内

　

嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
人
権
啓

発
の
拠
点
と
な
る
開
か
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
催
し
物

　

▽
高
齢
者
学
級
﹇
内
容
﹈
お
寺
の
ご

住
職
に
よ
る
講
話
会
﹇
時
期
﹈
７
月
・

１
月
﹇
対
象
者
﹈
60
歳
以
上　

　

▽
人
形
劇
﹇
内
容
﹈
劇
団
に
よ
る
人

形
劇
﹇
時
期
﹈
※
１
月
﹇
対
象
者
﹈
幼

【
17
㌻
か
ら
続
く
】

↑
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労　

働
お
仕
事
探
し
お
手
伝
い

　

熊
本
県
は
上
益
城
地
域
振
興
局
１
階

に
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
就
職
に
関
す
る
相

談
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

予
約
制
で
す
。

○
内
容

・
就
職
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

・
適
性
診
断

・ 

履
歴
書
や
職
務
経
歴
書
作
成
の
ア

ド
バ
イ
ス

・
面
接
練
習
や
対
策

・ 

し
ご
と
開
拓
員
に
よ
る
企
業
訪
問

や
求
人
開
拓

・
保
護
者
の
面
談
等

○
利
用
時
間　

　

月
曜
〜
金
曜

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※ 

土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
は
お
休

み
で
す
。

　
　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ

☎
２
８
２－

１
０
１
３

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
募
集

○
募
集
人
員　

３
人

○ 

受
験
資
格　

嘉
島
町
在
住
で
調
理
業

務
に
関
心
の
あ
る
方

○ 

職
務
内
容　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

勤
務
し
、
給
食
調
理
業
務
に
従
事

○
任
用
予
定
期
間

　

平
成
29
年
６
月
〜
平
成
30
年
３
月

※ 

そ
の
後
１
年
ご
と
の
更
新
の
可
能
性

あ
り

○
勤
務
時
間　

８
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　

※
週
29
時
間
以
内

○
賃　
　

金　

日
額
４
８
６
８
円

　

イ
ッ
コ
ウ
歯
科
医
院

　
　

上
島
２
１
８
７－

１
１

　
　
　
　

☎
２
３
４－

７
２
１
５

　

回
生
会
病
院
（
歯
科
）

　
　

鯰
１
８
８
０

　
　
　
　

☎
２
３
７－

１
１
５
０

○
対
象　

嘉
島
町
に
お
住
ま
い
の
方

○
内
容

歯
科
健
診
（
治
療
は
行
い
ま
せ
ん
）

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

・
小
学
部　

９
時
45
分
〜
10
時
30
分

・
中
学
部　

９
時
45
分
〜
10
時
35
分

・
幼
稚
部　

９
時
45
分
〜
10
時
30
分

○
場
所　

　
　

熊
本
県
立
松
橋
東
支
援
学
校

　
　

☎
０
９
６
４－

３
２－

１
７
２
６

児
〜
小
学
校
低
学
年
向
け

　

▽
文
化
祭
﹇
内
容
﹈
作
品
展
示
、
ス

テ
ー
ジ
発
表
﹇
時
期
﹈
※
12
月
﹇
対
象

者
﹈
ど
な
た
で
も　

　

▽
高
齢
者
交
流
会
﹇
内
容
﹈
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
昼
食
会
﹇
時
期
﹈
２
月

﹇
対
象
者
﹈
65
歳
以
上

※
日
時
は
追
っ
て
広
報
「
か
し
ま
」
に

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

○
講
座

　

▽
健
康
体
操
教
室
﹇
日
時
﹈
第
３
水

曜
（
月
１
回
）
13
時
半
〜　

　

▽
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
教
室

﹇
日
時
﹈
毎
週
木
曜
14
時
〜

　

▽
舞
踊
教
室
（
経
験
者
）

﹇
日
時
﹈
毎
週
火
曜
13
時
半
〜　

受
診
し
ま
せ
ん
か

無
料
歯
科
健
診
は
来
月

　

歯
科
健
診
で
は
歯
を
は
じ
め
口
腔

（
く
う
）
内
の
状
態
を
み
る
こ
と
で
、

歯
周
病
を
発
見
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
舌
が
ん
な
ど
の
発
見
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の

た
め
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
実
施
期
間

６
月
１
日
（
木
）
〜
６
月
30
日
（
金
）

（
診
療
時
間
内
）

○
実
施
場
所

　

玉
置
歯
科
医
院

　
　

鯰
２
７
１
５－

１

　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
３
７
０

　

ひ
が
し
歯
科
医
院

　
　

下
六
嘉
１
８
７
８－

３

　
　
　
　

☎
３
６
７－

０
１
１
２

　

あ
り
む
ら
歯
科
医
院

　
　

鯰
１
８
３
６－

２

　
　
　
　

☎
２
３
５－

４
６
１
８

　

ク
ド
ウ
歯
科
医
院

　
　

鯰
１
８
０
８－

２

　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
８
０
１

　

▽
舞
踊
教
室
（
初
心
者
）

﹇
日
時
﹈
第
１
・
３
月
曜
10
時
〜　

　

▽
書
道
教
室

﹇
日
時
﹈
第
２
・
４
火
曜
９
時
半
〜　

　

▽
手
芸
教
室

﹇
日
時
﹈
木
曜
（
月
２
回
）
10
時
〜

　
　

嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

嘉
島
町
上
六
嘉
９
１
７

☎
２
３
７－

０
４
６
４

松
橋
東
支
援
学
校
で
公
開
授
業

　

地
域
の
方
々
に
本
校
の
教
育
や
子
ど

も
た
ち
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
公
開
授
業
を
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
観
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

○
期
日　

６
月
19
日
（
月
）
〜
23
日
（
金
）

○
時
間

【
20
㌻
へ
続
く
】

↑
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○
選
考
方
法　

面
接

○ 
応
募
方
法　

履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
持
参
ま
た
は
送
付
く
だ
さ

い
。

○
受
付
期
間　

　

６
月
16
日
（
金
）
ま
で

※
持
参
は
土
日
を
除
く
８
時
半
か
ら
17

時
ま
で
。
郵
送
は
６
月
16
日
の
消
印
有

効
。

【
応
募
先
】

　
　

嘉
島
町
大
字
上
島
９
２
０
番
地

　
　
　

嘉
島
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
７－

１
９
２
５

55
歳
か
ら
の
就
活
支
援
講
習

　

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
は
55
歳
以
上
の
求
職
者
を
対
象
に

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
受
講
無
料
で

す
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
職
登
録
が

必
要
で
す
。

《
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
員
》

○
講
習
期
間　

　

７
月
18
日
（
火
）
〜
26
日
（
水
）

○
定
員　

20
人

○
実
施
場
所　

熊
本
市

○
申
込
締
め
切
り　

７
月
７
日
（
金
）

《
パ
ソ
コ
ン
基
礎
》

○
講
習
期
間　

　

７
月
20
日
（
木
）
〜
27
日
（
木
）

○
定
員　

20
人

○
実
施
場
所　

熊
本
市

○
申
込
締
め
切
り　

７
月
10
日
（
月
）

《
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ス
タ
ッ
フ
》

○
講
習
期
間　

　

８
月
23
日
（
水
）
〜
24
日
（
木
）

○
定
員　

20
人

○
実
施
場
所　

熊
本
市

○
申
込
締
め
切
り　

８
月
14
日
（
月
）

【
お
申
し
込
み
先
】

　
　

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材

　
　

セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
３
１
２－
３
３
１
０

障
が
い
の
あ
る
方
対
象

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

《
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
》

○
受
講
対
象
障
が
い

　

身
体
（
上
肢
・
内
部
）、
精
神
、
難

病
、
高
次
脳
機
能

○
定
員　

８
人

○
内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
か
ら

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
の
基
礎
技
術
を
身
に
付
け
、
資
格
取

得
を
目
指
し
ま
す
。

○
募
集
期
間　

　

５
月
15
日
（
月
）
〜
６
月
30
日
（
金
）

○
訓
練
期
間　

　

８
月
１
日
（
火
）
〜
10
月
31
日
（
火
）

○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代

　
　
　
　

１
万
１
５
２
円
程
度

○
訓
練
場
所　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ツ

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
２
丁
目
１－

24

九
品
寺
ビ
ル
５
Ｆ

《
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
基
礎
科
》

　

仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
と
し

た
訓
練
で
す
。

話
し
て
み
た
ら

来
月
７
日
に
無
料
人
権
相
談

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
毎
年
６
月
１
日
を

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
決
め
、
こ

の
日
を
中
心
と
し
て
特
設
の
人
権
相
談

所
を
開
設
す
る
な
ど
、
一
層
の
人
権
意

識
の
普
及
・
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

○
嘉
島
町
の
人
権
擁
護
委
員

・
服
部
秀
月
委
員　

下
仲
間
１
２
９
６

・ 

飯
田
鋭
之
委
員　

上
島
２
６
８
８－

１

・ 

牛
嶋
た
け
子
委
員　

北
甘
木
２
１
２

４－

１

○
無
料
人
権
相
談
所　

・
日
時　

６
月
７
日
（
水
）

　
　
　
　

10
〜
15
時

○
受
講
対
象
障
が
い

　

身
体
（
聴
覚
・
視
覚
・
上
肢
・
下

肢
・
内
部
）、
知
的
、
精
神
、
発
達
、

難
病
、
高
次
脳
機
能

○
定
員　

10
人

○
内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
初
心
者
を
対
象

に
、
事
務
職
等
で
必
要
な
パ
ソ
コ
ン
操

作
、
業
務
内
容
習
得
を
中
心
に
実
施
し

ま
す
。

○
募
集
期
間　

６
月
30
日
（
金
）
ま
で

○
訓
練
期
間　

　

８
月
１
日
（
火
）
〜
10
月
31
日
（
火
）

※
訓
練
は
火
曜
、
木
曜
の
午
後
６
時
ご

ろ
か
ら
２
時
間
。

○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代

　
　
　
　

５
８
３
２
円
程
度

○
訓
練
場
所　

シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド

熊
本
市
中
央
区
紺
屋
今
町
１－

５

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

ま
た
は
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
３
７
８－

０
１
２
１

【
19
㌻
か
ら
続
く
】

↑
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「
ま
つ
げ
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

（
以
下
『
ま
つ
げ
エ
ク
ス
テ
』）」
は
、

ま
つ
げ
を
長
く
濃
く
見
せ
る
た
め
の

メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
技
術
で
す
が
、
こ
の

ま
つ
げ
エ
ク
ス
テ
に
関
す
る
相
談
が

全
国
で
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
、
ま
つ
げ
エ
ク
ス
テ
と
は
？

　

ま
つ
げ
エ
ク
ス
テ
は
、
接
着
剤
を

用
い
て
人
工
毛
を
ま
ぶ
た
か
ら
１
〜

２
㍉
ほ
ど
離
し
て
ま
つ
げ
に
装
着
す

る
も
の
で
、
通
常
は
２
〜
４
週
間
で

自
然
に
人
工
毛
が
外
れ
ま
す
。
ま
つ

げ
エ
ク
ス
テ
を
業
と
し
て
行
う
に
は

美
容
師
の
免
許
が
必
要
で
、
施
術
は

届
け
出
さ
れ
た
美
容
所
で
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
、
施
術
後
に
目
の
痛
み
、
腫
れ

　

全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
、

ま
つ
げ
エ
ク
ス
テ
を
受
け
た
こ
と
に

よ
り
、「
目
が
痛
く
な
っ
た
」「
目
が

充
血
し
た
」「
目
が
腫
れ
た
」
な
ど

の
健
康
被
害
が
生
じ
た
と
い
う
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
内
容
を
み

る
と
、
施
術
者
の
知
識
や
技
術
の
不

足
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
事
例
、

施
術
中
に
用
い
ら
れ
る
接
着
剤
が
原

因
と
考
え
ら
れ
る
事
例
、
免
許
の
な

い
人
が
施
術
を
行
っ
た
、
施
術
前
の

説
明
が
不
十
分
だ
っ
た
な
ど
の
事
例

が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
３
、
施
術
を
受
け
る
注
意
点

　

ま
つ
げ
エ
ク
ス
テ
に
使
用
さ
れ
て

い
る
接
着
剤
の
主
成
分
「
シ
ア
ノ
ア

ク
リ
レ
ー
ト
」
は
、
施
術
方
法
に
よ

っ
て
ア
レ
ル
ギ
ー
性
皮
膚
反
応
な
ど

を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
さ

れ
て
お
り
、
施
術
を
受
け
る
と
き
に

は
危
険
性
を
認
識
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
で
左
記
の

こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

① 　

施
術
を
受
け
る
サ
ロ
ン
が
美
容

所
と
し
て
届
け
出
さ
れ
て
い
る
か
、

施
術
者
が
美
容
師
の
免
許
を
持
っ

て
い
る
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

② 　

施
術
前
に
健
康
被
害
の
リ
ス
ク
、

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
と
き
の
対
処

方
法
に
つ
い
て
、
十
分
な
説
明
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

③ 　

施
術
後
に
、
目
や
そ
の
周
辺
に

異
常
を
感
じ
た
場
合
に
は
、
直
ち

に
診
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
際
は
施
術
を
受
け
た
こ
と
を

必
ず
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
上
益
城
広
域
連
携
消
費
生

活
相
談
室
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
ま
つ
げ
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
で
健
康
被
害
》
見
守
り
新
鮮

情
報
5
月
号

・
会
場　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

○
常
設
の
相
談
窓
口

・
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
５
７
０－

０
０
３－

１
１
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
１
２
０－
０
０
７－

１
１
０

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０－

０
７
０－
８
１
０

　
　

役
場
町
民
課
戸
籍
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

心
配
ご
と
の
無
料
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

５
月
24
日
（
水
）　

弁
護
士

　

６
月
28
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
人
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

気
軽
に
消
費
生
活
相
談
を

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
徳
商

法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
１
１
１

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
１
１
１

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－
７
２－

３
１
３
３

　

※
な
お
、
こ
れ
ま
で
熊
本
地
震
の
被

害
に
よ
り
、
益
城
町
の
消
費
生
活
相
談

室
を
御
船
町
で
開
設
し
て
い
ま
し
た
が
、

５
月
15
日
か
ら
益
城
町
の
消
費
生
活
相

談
室
が
再
開
さ
れ
ま
す
。

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

　

各
項
目
の
末
尾
は
「
問
い
合
わ
せ

先
」
で
す
。

↑
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税
の
公
平
性
を
目
指
し
、
嘉
島

町
は
じ
め
上
・
下
益
城
郡
内
の

５
町
（
他
は
御
船
、
甲
佐
、
山

都
、
美
里
）
の
税
務
関
係
職
員
55

人
（
嘉
島
町
７
人
）
に
４
月
17
日
、

併
任
徴
収
の
た
め
の
辞
令
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。
県
職
員
７

人
は
後
日
交
付
。

　

併
任
徴
収
は
関
係
各
町
と
県
が

協
力
し
て
税
の
徴
収
に
当
た
り
、

税
の
収
納
率
向
上
と
滞
納
整
理
強

化
を
図
る
も
の
で
、
平
成
21
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
。

　

税
は
町
の
大
事
な
財
源
で
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
多

く
は
税
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。
税
の
公
平
性
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
平
等
を
保
つ
た
め
に
、
公
正

適
切
な
徴
収
に
努
め
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

税
務
職
員
ら
に

併
任
徴
収
辞
令

 

嘉
島
町
な
ど

  建設課
村上　幸志朗

　農政課
柿本　桃花

　

御
船
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
福

富
壽
会
長
）
が
４
月
16
日
、
嘉
島

町
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
奉
仕

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
員
15
人
は
３
班
に
分
か

れ
、
鯰
や
上
島
な
ど
主
要
道
路

沿
い
で
清
掃
作
戦
を
展
開
。
軽

ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
や
脚
立
を
使

い
、
ミ
ラ
ー
を
丁
寧
に
磨
き
上
げ
、

「
交
通
事
故
の
防
止
に
役
立
て
ば

幸
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

清
掃
奉
仕
活
動

 

御
船
ラ
イ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

嘉島町総合運動公園
各種大会等予定
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

５

3 水 高円宮杯U-18サッカーリーグ 2017プリンスリーグ九州 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会
４ 木 高円宮杯 2017熊本県サッカーリーグU-15　１部 競技場 13：00～ 熊本県サッカー協会　６日も開催
６ 土 高円宮杯 2017チャンピオンズリーグ熊本U-18 競技場 ９：00～ 熊本県サッカー協会　13日も開催
７ 日 平成 29年度第 45回 KYUリーグ 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会　21日も開催
14 日 2017第８回九州ユース（U-15）サッカーリーグ 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会　28日も開催
14 日 第 19回熊本県ミドルサッカーリーグ大会 競技場 18：00～ 熊本県サッカー協会
20 土 第 41回九州大学サッカートーナメント大会 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会　27日も開催
27 土 平成29年度熊本県高等学校総合体育大会サッカー競技 競技場 ９：00～ 熊本県高等学校体育連盟

6

3 土 第 32回九州大学サッカーリーグ 競技場 10：00～ 九州サッカー協会　17日も開催
4 日 2017 第 8回九州ユース（U-15）サッカーリーグ 競技場 ９：00～ 熊本県サッカー協会　18日も開催
11 日 平成 29年度第 45回 KYUリーグ 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会　　
24 土 平成29年度上益城郡中学校総合体育大会サッカー競技 競技場 ９：00～ 上益城郡中学校体育連盟　25日も開催

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237－ 0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　《住所》〒 861-3106　嘉島町大字下六嘉 1564番地　☎ 237-5555　≪利用時間≫９：00～ 22：00
　《駐車場》有　　《アクセス》イオンモール熊本から車で約５分、九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　《施設》◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼 90ｍ、センター 113ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可 
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート 105ｍ× 68ｍ、陸上トラック　400ｍトラック６レーン 
　　　　　◇管理棟：会議室１室、多目的室１室、男女更衣室、男女トイレ
※ 施設開放に伴うお知らせ：現在、多目的競技場（人工芝広場サッカーコート及び陸上トラック）と管理棟を一般開放
していますが、野球場・テニスコート及び大型遊具施設は、復旧工事の関係上使用することができません。

　工事が完了しだい、開放していきますので、ご理解ご協力をお願いいたします。

平成29年 4月 20日現在

町
の
人
事　
５
月
１
日
付

異　

動  (　
)

内
は
旧
所
属
・
役
職

退　

職  

4
月
30
日
付

企
画
情
報
課
主
事

大
久
保　

瑞
穂
（
町
民
課
主
事
）

藤
田　

一
平
（
町
民
課
主
事
）

◎新規採用の職員
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私
は
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
お
ば

け
に
な
っ
た
わ
け
」
と
い
う
本
を

紹
介
し
ま
す
。
主
人
公
エ
リ
ッ
ク

の
大
好
き
だ
っ
た
じ
い
じ
が
あ
る

日
、
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
「
わ
す
れ
も
の
が
あ
る
」

と
言
っ
て
お
ば
け
に
な
っ
て
も

ど
っ
て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
は
大

切
な
エ
リ
ッ
ク
に
さ
よ
な
ら
を
言

う
こ
と
で
し
た
。
人
の
や
さ
し
さ

で
心
が
あ
た
た
か
く
な
る
本
で
す
。

ぜ
ひ
、
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

「 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が 

 

お
ば
け
に
な
っ
た
わ
け
」

文　

キ
ム
・
フ
ォ
ッ
プ
ス
・
オ
ー
カ
ソ
ン

絵　

エ
ヴ
ァ
・
エ
リ
ク
ソ
ン

訳　

菱
木
晃
子

 

あ
す
な
ろ
書
房

嘉島東小学校3年

橋本　夏未さん

図
書
室
か
ら

開
館
日　

火
曜
日
〜
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
時
は
翌
日
）

　
　
　
　

12
月
28
日
〜
１
月
３
日

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

《
5
〜
6
月
の
休
館
日
》

　

５
月
15
、
22
、
29
日

　

６
月
５
、
12
、
19
、
26
日

※
休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は

利
用
で
き
ま
す
。

☆
貸
出
は
２
週
間
。
み
ん
な
の
た
め
に

返
却
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
貸
出
と
返
却
の
ほ
か
閲
覧
、
学
習

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

嘉  島  町  民  会  館

　熊本市との間で締結した連携中枢都市圏構想に伴う協定書により、嘉島町の皆さんも、
熊本市立図書館をはじめ植木、城南、森都心プラザ、とみあいなどの図書館と同市公民
館図書室を利用できるようになりました。
　各図書館（室）で免許証や保険証など住所とお名前が分かるものを提示、利用カード
を作ってご利用ください。
　ただし、図書の貸出と返却は熊本市の図書館・図書室に限られ、熊本市内で借りた本
を嘉島町民会館図書室で返すことはできません。

熊本市の図書館・図書室が利用できます！

おすすめ本
おむすびさんちのたうえのひ
 かがくいひろし　作・絵
ながぐつくんとあまがさちゃん
 中川ひろたか・文　高橋和枝・絵
わらしべちょうじゃ
 杉山亮・文　高畠那生・絵
三つのまほうのおくりもの
 ジェイムズ・リオーダン 文　エロール・ル・カイン 絵
 中川千尋 訳
あまがえるのあおちゃん
 高家博成・仲川道子　さく
ワニがうたえば雨がふる
 岡田貴久子　広瀬弦　絵
学校では教えてくれない大切なこと ６
友だち関係　気持ちの伝え方
 マンガ・イラスト　藤　美沖
これマジ？ひみつの超百科 10
さわるな危険！毒のある生きもの超百科
 パンク町田・監修
えんとつ町のプぺル
 にしのあきひろ
超ビジュアル！幕末・維新人物大事典
 矢部健太郎・監修

iアイ
 西加奈子
リバース
 湊かなえ
脇坂副署長の長い一日
 真保裕一
沈黙
 遠藤周作
ハルチカシリーズ　退出ゲーム
 初野晴
100年安心できる！ 「いい家」の建て方
 株式会社木の家専門店
 谷口工務店代表　谷口弘和
弥栄のきずな
 毎日新聞大阪社会部　林由紀子
SNS時代の写真　ルールとマナー
 日本写真家協会　編
昭和なくらし方
 小泉和子
人気トレーナー木場克己の1日5分！
らくらく運動で１００歳まで元気に働く
 木場克己

　

嘉
島
町
民
会
館
の
ホ
ー
ル
「
ア

ク
ア
」
と
リ
ハ
ー
サ
ル
室
の
利
用

が
今
年
７
月
30
日
ま
で
延
長
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
熊
本
地
震
で
被
災
し
た

町
民
会
館
は
復
旧
工
事
の
必
要
が

あ
り
、
４
月
ま
で
条
件
付
き
で
部

分
開
放
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

早
期
の
復
旧
工
事
と
完
全
開
放

が
待
た
れ
て
い
ま
す
が
、
工
事
の

着
工
が
当
初
の
見
込
み
か
ら
ず
れ

込
む
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
引
き

続
き
７
月
30
日
ま
で
部
分
開
放
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
利
用
で

き
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
条

件
付
き
で
す
。
利
用
で
き
る
の
は

ホ
ー
ル
と
リ
ハ
ー
サ
ル
室
の
み
で
、

ホ
ー
ル
の
音
響
反
射
板
や
会
議
室
、

調
理
室
、
和
室
は
使
え
ま
せ
ん
。

　

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
、
協
力
願
い
ま
す
。

　

詳
細
・
問
い
合
わ
せ
は
町
教
育

委
員
会
☎
（
２
３
７
）
０
０
５
８

ま
で
。

７
月
７
月
3030
日
ま
で

日
ま
で

  

使
え
ま
す

使
え
ま
す

☆本の寄贈、ありがとうございました。
吉本　由美様（西村）
西郷　欣哉様（鯰）
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法律が切れたので、もう同和問題は終わったのではないですか？

　昭和 40（1965）年の同和対策審議会答申に基づき、昭和 44（1969）年から平成 13（2001）
年度末まで 33 年間にわたって実施された、特別措置による同和対策事業は終了しました。
これによって、環境面は相当程度改善され、残された課題としては同和問題に対する差別意
識があります。
　法的には「地域改善対策特定事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」がなくなり
ました。この法律は、国や地方公共団体が行う地域改善対策特定事業の経費に対する特別の
助成や財政上の特別な措置について定めた法律です。したがって、その後は特別措置から一
般措置による対策に移行します。平成８（1996）年の地域改善対策協議会意見具申でも指摘
しているように、差別が存在する限り、行政による同和対策は続きます。法が切れたので同
和対策は終わった、解決したといった考えは全くの誤りです。

同和問題にはあまり関わらない方がよいと聞いたのですが？

　私たちは時として直接見たり聞いたりしたことはないけれど、うわさや人から聞いた話
等で、特定の人や集団に対して悪いイメージを持ったり、十分な根拠もなく、予断や偏見
を持ってしまうことがあります。「同和問題は怖い」「同和問題には関わらない方がよい」と
いった意識は、現実を知らないで、うわさや臆測で思いこんでいることではないでしょうか。
　たとえ、言葉が乱暴であったり、マナーを知らない人がいたりしたとしても、それは、言
うまでもなく同和問題、同和地区とは関係のないことです。一部の人の言動を全体のことと
して決めつけて判断してしまう予断や偏見こそ、差別を温存する原因の一つです。差別され
る人にあたかも問題の責任があるかのように考えて、自分たちの責任を逃れようとする考え
はなくさなければなりません。

差別はしていないし、自分には関係ありませんが？

　「同和問題は自分には身近な問題ではない」「自分には関係ないことだ」などという意見を
持った人がいます。女性に関する人権問題が男性の意識の問題であるように、また障害者に
関する人権問題が健常者の意識の問題であるのと同じように、同和問題は差別をされる側の
問題ではなく、差別する側の問題です。そのように考えると、同和問題をはじめすべての人
権問題は、特定の人の問題ではなく、すべての人の問題といえます。

　また、「まだ差別はあるの？」「もう差別はないのでは」といった意見がありますが、現実
には当事者のいないところでの偏見や差別が多いのではないでしょうか。例えば、女性に対
する差別はセクハラなどのように直接女性に向けられるものと、女性のいないところで女性
に対する偏見を助長する発言などの現実があります。人権問題は、差別される側にある被差
別の現実だけでなく、差別する側にこそ厳しい〝加差別〟の現実があるのではないでしょう
か。　

（熊本県人権啓発資料より）

人権問題の正しい理解のために 〔その300〕

同和問題「差別の現実」
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♪　Mapo Tofu　♪
　As anyone who has met me would know, my personality 
has always been rather withdrawn and shy. Perhaps as 
a result of this personality, or maybe the language barrier,
since coming to Japan I've had trouble making friends. 
It's well known overseas that the typical Japanese
communication strategy is indirect and ambiguous. When 
I do try to speak with people, I find it difficult to understand 
their true thoughts and feelings. As a result of not 
completely understanding linguistic nuances, I often feel 
restrained and self-conscious when I speak. As anyone 
who has been overseas would know, it is mentally exhausting. 
I ended up thinking that at this rate, I probably can't 
make any friends.
　But in fact, I did. One day when I was working at 
Kashima Kindergarten, I was having a bit of light
conversation when, unexpectedly, I found myself saying 
'Shall I make Mapo Tofu for you guys next time?' To 
that, I received an unexpectedly positive response, and 
later proceeded to make plans. I had imagined that I 
would end up making everything myself, and I was very 
surprised when without saying a single word, everyone 
quickly helped me set-up. The principal made a desert, 

and others helped set up drinks and an electric kettle. In the middle of the staff room, a wonderful and 
authentic mealtime atmosphere spread out before my very eyes. 
　As I ate, I had a very warm and reassuring thought. Perhaps after all, they do in fact like me.

♪　マーボー豆腐　♪
　私と出会った人はすぐ分かるでしょうが、本来の
性格は引っ込み思案で人見知りです。性格のせいか
言葉の壁のせいか分かりませんが、来日して困った
ことが友達づくりでした。海外では、日本人の典型
的なコミュニケーションストラテジーは間接的で曖
昧だということは、よく知られています。実際に話
そうとしても、相手の気持ちや思いをくみ取ること
が難しいと気づき、ニュアンスがよく分からない私
も言葉遣いに注意を払うようにし遠慮してしまいま
す。海外に行ったことがある人なら誰しもが経験す
ることですが、精神的に疲れます。このままじゃ友
達がつくれないだろうと思っていました。
　ところがです！　嘉島幼稚園に勤務していたある
日、先生方と少し雑談をしていたところ、いつも遠慮

していた私からとっさに出てきた言葉が 「今度、マー
ボー豆腐を作ってあげましょうか？」でした。案外良
い反応が返ってきて、そのあと計画を立てました。料
理を全部 1 人で作ることをイメージしていたのですが、
ビックリしたことに、何も言わず準備も片付けも、み
んなテキパキと手伝ってくれて、園長先生もデザート
を準備してくださって、飲み物と電気ポットの準備な
ど、職員室の中で本格的で素晴らしい食事会の風景が
目の前に繰り広げられたのです。
　先生方とマーボー豆腐を食べながら心地良いこと
を感じました。私のことを本当に好きになってくれ
ているのかもと思いました♡

（平成 29 年４月 17 日作成）

McDermott Lily Cynthia
マクダーモット・リリー・シンシア

嘉島幼稚園の先生方と楽しい会食のひとときと
なりました
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藤木　愛里さん
（嘉島西小学校３年）

坂
本　

文
子
さ
ん
（
下
仲
間
） 「かぶと」

永田　百花さん（嘉島東小学校１年）

新
し
き
家
に
新
し
き
木
の
香
り
終つ

い

の
住
み
家か

に
移
り
き
た
れ
り　
　
　
　
　

大
塚
シ
ズ
子

乳
呑
み
児
を
育
て
る
娘
の
た
め
な
ら
ば
め
き
め
き
や
る
気
の
湧
く
台
所　
　

川
原　

涼
子

舗
装
路
の
凹
み
に
で
き
た
水
溜
り
電
信
柱
を
さ
か
さ
に
写
す　
　
　
　
　
　

北
澤
喜
美
子 

一
列
に
ま
っ
す
ぐ
進
む
水
鳥
の
さ
い
ご
の
一
羽
お
ち
着
き
の
な
し　
　
　
　

工
藤　

明
子

平
安
の
女に

ょ

性
し
ょ
う

楽
し
み
し
若
菜
摘
み
偲
ぶ
み
ど
り
の
七
草
の
粥　
　
　
　
　
　

栗
﨑　

房
子

震
度
７
の
地
震
に
裂
け
た
る
川
の
土
手
菜
の
花
い
ろ
に
菜
の
花
が
咲
く　
　

栗
﨑　

廉
子

時
き
ざ
む
音
に
混
じ
り
て
聞
こ
え
く
る
軒
の
雨
だ
れ
夜
の
静し

ず

雨　
　
　
　
　

境　
　

益
代

咲
き
初
め
し
河
津
桜
の
傍
へ
な
る
御ご

い
ご
う
ざ
く
ら

衣
黄
桜
の
蕾
は
固
し　
　
　
　
　
　
　

榊
原
レ
イ
子

染
井
吉
野
の
蕾
ふ
く
ら
み
見
つ
つ
気
象
予
報
士
開
花
の
予
想　
　
　
　
　
　

津
出
ト
ヨ
子

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
渡
し
そ
び
れ
て
解
く
リ
ボ
ン
夫
に
内
緒
の
ち
ょ
っ
と
良
い
品　
　
　

 

冨
永　

照
代

竹
林
の
間
よ
り
射
す
立
春
の
け
ぶ
れ
る
よ
う
な
陽
の
暖
か
さ　
　
　
　
　
　

橋
本
ユ
キ
子

竹
林
の
中
の
径

こ
み
ち

の
曲
り
角
鎌
ふ
り
上
げ
て
螳と

う

螂ろ
う

わ
ら
う　
　
　
　
　
　
　
　

本
住　

晴
美

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。
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２
兆
円
―
町
役
場
に
お
越
し
に
な
っ
た
静
岡
県
の
川

勝
平
太
知
事
が
挙
げ
ら
れ
た
数
字
で
す
。
東
海
地
震
説

が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
40
年
近
く
の

間
に
静
岡
県
が
投
じ
て
き
た
防
災
関
連
予
算
は
総
額
で

「
既
に
２
兆
円
を
超
え
た
」
と
い
う
の
で
す
。

　

あ
の
激
震
に
見
舞
わ
れ
た
熊
本
地
震
の
県
犠
牲
者
追

悼
式
に
列
席
す
る
た
め
来
熊
さ
れ
た
知
事
が
お
っ
し
ゃ

り
た
か
っ
た
の
は
、
そ
の
数
字
の
多
少
で
は
な
い
は
ず
。

「
来
る
、
来
る
」
と
喧
伝
（
け
ん
で
ん
）
さ
れ
、
今
の

と
こ
ろ
は
猶
予
さ
れ
て
い
る
ご
当
地
だ
け
に
、
熊
本
の

惨
状
に
心
を
痛
め
「
見
て
見
ぬ
ふ
り
な
ど
で
き
な
い
。

防
災
予
算
は
欠
か
せ
な
い
。
い
つ
被
災
す
る
か
分
か
ら

な
い
の
だ
か
ら
」。

　

年
度
替
わ
り
で
町
内
各
区
の
総
会
で
町
民
の
皆
さ
ま

と
ご
一
緒
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
町
政
の
糧
と
し
、
何
事
も
万
が
一
の
備
え
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

意

輪

大
倉　

清
司　

様
（
上
島
）

　
　
　

平
成
29
年
４
月
17
日
現
在

一　

般　

寄　

付

４月の
　　 町長の動き

荒木町長談

２日 ・滝河原区総会
 ・上島生産組合総会
３日 ・非常勤職員辞令交付
 ・辞令交付式・庁内常会・課長会議
 ・熊本県町村会辞令交付式
 ・熊本県土地改良事業団体連合会辞令交付式
 ・転入教職員受け入れ式、辞令交付式
 ・熊本県防犯協会連合会防犯アドバイザー辞令交付式
 ・上益城広域連合辞令交付式
 ・上益城地域振興局長来庁応対
 ・上益城広域連合介護認定審査委員委嘱状交付式
６日 ・交通指導員委嘱状交付式
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
 ・春の全国交通安全運動出発式
８日 ・「全国防災キャラバン」キックオフ
９日 ・上六嘉区総会
 ・上島区協議員会　
10日 ・「災害時にトップがなすべきこと」協働策定会議

大臣報告
11日 ・嘉島東小学校入学式
 ・嘉島中学校入学式
 ・芝原土地区画整理事業説明会
12日 ・春の全国交通安全運動巡視
 ・消費生活相談員辞令交付
 ・嘉島幼稚園入園式
 ・サントリー九州熊本工場見学再開セレモニー
 ・ＨＩヒロセ社長来庁応対
13日 ・熊本県市町村人権啓発推進連絡協議会監査
 ・肥後銀行嘉島支店長来庁応対
 ・熊本県共同募金会来庁応対
14日 ・熊本県都市計画課長来庁応対
 ・熊本地震犠牲者追悼式
 ・義援金贈呈式
 ・上益城広域連合総合支援審査委員委嘱状交付式 
 ・熊日新聞取材応対
 ・消防団幹部会議
 ・消防団感謝状贈呈
15日 ・熊本地震益城町追悼式
 ・商工会青年部総会
17日 ・課長会議
 ・併任徴収辞令交付式
 ・倉岡紙工立地協定調印式
 ・九州電力熊本東営業所長来庁応対
 ・嘱託員会議
18日 ・九州農政局熊本支局長来庁応対
 ・イオン九州熊本店長来庁応対　　
 ・嘉島町進出企業連絡協議会役員会
 ・ソウヨウファーム来庁応対　　
 ・熊本県共同募金会配分交付式
 ・ＵＲ基本協定調印
 ・緑川の日実行委員会
19日 ・KKT取材応対
23日 ・下仲間区総会
24日 ・課長会議
 ・伊藤町史編纂準備委員会長来庁応対
 ・熊本県統計協会評議員会
 ・熊本県町村会要望活動
25日 ・上京（～27日まで）
26日 ・全国町村会政務調査会行政委員会（～27日まで）
27日 ・愛知県一宮市お礼訪問
28日 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対
 ・熊本中央一般廃棄物処理施設促進協議会
 ・嘉島町文化協会総会
 ・高齢者相談・地域福祉委員会議
 ・退任式
29日 ・「緑川の日」イベント
30日 ・嘉島町老人クラブ連合会総会

静岡県の川勝知事（右）と町役場の町長室でツー
ショット

　

次
の
方
々
よ
り
嘉
島
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
「
地
域
福
祉
の
た

め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
香

典
返
し
に
代
え
て
多
額
の
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

稲
井　

邦
大　

様
（
兵
庫
県
）

　
　
　

亡　

チ
ヨ
ノ　

様　

　

宮
川　

覺　

様
（
滝
河
原
）

　
　
　

亡　

忠
人　

様

　

小
林　

菊
江　

様
（
西
村
）

　
　
　

亡　

楠
雄　

様

　

西
山　

宏
子　

様
（
鯰
）

　
　
　

亡　

福
本　

ヨ
シ
子　

様

　

震
災
対
応
の
「
総
合
相

談
窓
口
」
は
町
役
場
１
階

の
小
会
議
室
で
す
。
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発行人 荒 木 泰 臣
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嘉島町の人口
平成29年４ 月30日現在

（前月比）

人   口 9,163 人　

　男　　 4,436 人　

　女　　 4,727 人

世帯数　 3,391 世帯　（＋ 12）

　
新
緑
が
眩
し
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
出
か
け
る
に
は
一
番
い
い
時
期

で
す
ね
。

　
私
は
と
い
う
と
、
友
人
の
誘
い
に

思
わ
ず
の
っ
て
し
ま
い
、
柄
に
も
な

く
ジ
ョ
ギ
ン
グ
フ
ェ
ア
な
る
も
の
に

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
子

ど
も
も
一
緒
に
参
加
し
ま
す
が
、
今

か
ら
周
り
に
心
配
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
（
笑
）。
さ
わ
や
か
な
季
節

を
楽
し
く
過
ご
せ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

（
宮
）

　この春、県内のサクラは開花がすっかり遅れま
した。加えて、天候不順で咲いたと思った途端に、
散り始めてしまい、お花見の幹事さん泣かせでは
なかったでしょうか。嘉島町の金畑公園仮設団地
に通じる並木も見事、咲き競ったのは４月半ば。
あの地震から１年というときを見計らい、犠牲者を
しのび、被災者を励ますような花吹雪でした。

遅れましたが…

　（＋  4）

　（＋ 20）

　（＋ 24）

５月14日（日） 田上皮ふ科クリニック（御船町）

  ☎２８１－１１１２

５月21日（日） 大串内科（嘉島町）

  ☎２３４－７８７３

５月28日（日） みふね眼科（嘉島町）

  ☎２８２－３７１１

６月４日（日） 山地外科胃腸科医院（嘉島町）

  ☎２３７－０００３

６月11日（日） たかぞえ内科・

 循環器科内科クリニック（御船町）

  ☎２８２－００７０

ま
ぶ

 

平成24年12月30日生

☆陽気な兄妹に囲まれてます☆
ご両親：山田　一博さん・寛子さん（下六嘉）

じぃちゃんたちが作った野菜やお米、
毎日モリモリ食べてるよ！

ご両親：中田昇吾さん・愛さん（上六嘉）

山田　泰誠（たいせい）くん

平成26年11月16日生
　　　愛子（あいこ）ちゃん

平成28年６月30日生
　　　莉子（りこ）ちゃん

平成27年11月11日生
中田　希望（のぞみ）ちゃん


